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pp.1-2 巻頭特集　開館20周年記念

大学の「知」の集積
大谷大学博物館って
どんなところ？

博物館学課程2023年度実習生展 報告

学生による博物館展示
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学内広報誌
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博
物
館
長
に
き
く

大
谷
大
学

博
物
館
の
魅
力

大谷大学博物館長

宮
みや
﨑
ざき

 健
けん
司
じ

文学部歴史学科 教授
【研究領域・テーマ】
日本古代史／日本古代宗
教史／正倉院／正倉院文
書／写経／光明子／聖武
天皇／大学博物館

　
博
物
館
の
設
立
は
今
か
ら
20
年
前
で
す
が
、コ
レ

ク
シ
ョ
ン
は
本
学
の
前
身
で
あ
る
東
本
願
寺
の
学
寮

時
代
か
ら
集
積
さ
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
以
前
は
図

書
館
で
収
蔵・展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、適
切
な
保

管
と
研
究
、情
報
発
信
の
た
め
に
は
恒
常
的
な
施
設

が
必
要
で
は
な
い
か
、何
よ
り

も
博
物
館
学
課
程
の
実
習
施
設

が
必
要
だ
と
、近
代
化
１
０
０

周
年
記
念
と
し
て「
響こ

う
流る

館か
ん

」が

建
つ
際
に
、当
時
、歴
史
学
科
の

教
員
だ
っ
た
わ
れ
わ
れ
が
要
望

し
て
生
ま
れ
た
博
物
館
で
す
。

　
館
蔵
品
は
仏
教
典
籍
を
中
心

に
、考
古
資
料
や
民
俗
資
料
な

ど
、多
く
は
先
人
た
ち
か
ら
継

承
し
た
も
の
で
、う
ち
重
要
文

化
財
は
10
件
あ
り
、学
外
の
研

究
者
か
ら
も
高
い
評
価
を
得
て

い
ま
す
。
ほ
か
に
も
退
任
さ
れ

た
先
生
方
か
ら
の
寄
贈
品
も
多

く
、い
ず
れ
も
実
際
に
手
元
に

置
い
て
研
究
さ
れ
て
き
た
貴
重

な
史
・
資
料
で
す
。
つ
ま
り
館

蔵
品
は「
本
学
の
学
問
を
象
徴

す
る
も
の
」と
言
え
ま
す
。

　

展
覧
会
は
、学
生
だ
け
で
は

な
く
全
世
代
を
対
象
と
し
て
い

ま
す
。
仏
教
の
古
い
経
典
な
ど

は
、難
し
い
と
思
わ
れ
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、た
と
え
ば
製

本
の
仕
方
、文
字
の
形
な
ど
を

見
る
だ
け
で
も
、お
も
し
ろ
く
、

何
か
感
じ
る
も
の
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
大
切
な
こ
と
は「
本
物
」を
見

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
本
物
に
出
あ
い
、知
り
、本
物

が
持
つ
力
を
感
じ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
展
覧
会
は
、春
夏
秋
冬
の
年
４
回
の
企
画
展
と
特

別
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
秋
季
企
画
展

は
、通
常
、館
蔵
の
逸
品（
重
要
文
化
財
）の
展
示
と
、

博
物
館
学
課
程
の
実
習
生
に
よ
る
実
習
生
展
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
実
習
生
展
は
、博
物
館
学
課
程
の
３

年
間
に
わ
た
る
学
び
の
集
大
成
、総
仕
上
げ
に
あ
た

り
ま
す
。
企
画
か
ら
調
査
、撮
影
や
解
説
文
作
成
、レ

イ
ア
ウ
ト
、リ
ー
フ
レ
ッ
ト
制
作
な
ど
、展
示
に
関
わ

る
学
芸
員
の
仕
事
を
全
て
ひ
と
通
り
、自
分
た
ち
の

手
で
行
う
の
で
す
。
今
年
度
の
実
習
生
展
は
特
に

大
変
で
し
た
。
開
館
20
周
年
、宗
祖
親
鸞
聖
人
誕
生

８
５
０
年・立
教
開
宗
８
０
０
年
に
あ
た
り
、特
別
展

で
館
蔵
の
重
要
文
化
財
す
べ
て
を
展
示
す
る
た
め
、

秋
季
企
画
展
は
、実
習
生
た
ち
の
展
示
の
み
で
開
催

す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。

　
博
物
館
学
芸
員
と
い
う
狭
き
門
を
め
ざ
す
学
生
た

ち
。
大
学
の
博
物
館
学
課
程
に
は
大
き
く
二
通
り
の

考
え
方
が
あ
っ
て
、一
つ
は
博
物
館
の
理
解
者
を
育

て
る
と
い
う
も
の
、も
う
一
つ
は
実
際
に
学
芸
員
に

な
る
人
を
真
剣
に
育
て
る
と
い
う
も
の
。
本
学
に
博

物
館
学
課
程
が
１
９
８
７
年
に
開
設
さ
れ
た
当
時
か

ら
、教
員
も
実
際
の
学
芸
員
を
育
て
る
こ
と
を
め
ざ

し
て
真
剣
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
実
習
に
至
る

ま
で
に
断
念
す
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
実
習

生
た
ち
は
い
く
つ
も
の
ハ
ー
ド
ル
を
越
え
、３
年
間

で
多
く
の
単
位
を
修
得
し
て
い
ま
す
。

　
学
外
実
習
で
、さ
ま
ざ
ま
な
挫
折
を
味
わ
っ
た
こ

と
も
あ
る
は
ず
で
す
。
ま
た
実
習
先
を
自
分
で
開
拓

す
る
学
生
も
少
な
か
ら
ず
い
て
、地
元
と
の
関
係
性

を
つ
く
る
こ
と
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
中
に
は
、

何
度
も
全
国
の
博
物
館・美
術
館
を
受
験
し
て
、よ
う

や
く
学
芸
員
に
な
っ
た
卒
業
生
も
い
ま
す
。
学
力
だ

け
で
な
く
根
性
も
大
事
な
の
で
す
。

　
多
く
の
学
生
に
、ぜ
ひ
本
学
に
限
ら
ず
博
物
館
を

訪
れ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
国
際
学
部
の
人
な
ら

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
英
訳
や
外
国
語
訳
な
ど
か
ら
興
味

が
湧
く
、教
育
学
部
の
人
な
ら
学
校
の
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
の
連
携
が
考
え
ら
れ
る
、社
会
学
部
の
人
な

ら
地
域
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
す
る
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
学
び
な
ら
で
は
の
ア
プ

ロ
ー
チ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
将
来
の
選
択
肢
が
広
が

る
機
会
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
展
覧
会
の
王
道
の
鑑
賞
方
法
は
下
調
べ
を
す
る
こ

と
で
す
が
、何
も
知
ら
ず
に
見
て
、感
じ
る
も
の
が
あ

れ
ば
、そ
こ
か
ら
興
味
を
広
げ
て
い
く
と
い
う
方
法

も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、「
本
物
」に
出
あ
い
に
博
物
館

へ
来
て
く
だ
さ
い
。

「
本
物
」
に
出
あ
え
る
場
所

作品名 時代

1 宋拓「化度寺故僧邕禅師舎利塔銘」 中国・宋代
（原品：唐代・亡佚）

2 宋拓「信行禅師興教碑」 中国・宋代
（原品：唐代・亡佚）

3 『判比量論』断簡 八世紀

4 『高野雑筆集』 平安時代

5 『三教指帰注集』 平安時代

1.

3.

博
物
館
学
課
程
に
お
け
る
実
践
の
場

全
て
の
学
部
と
つ
な
が
る
博
物
館
へ
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。

大
学
の「
知
」の
集
積

大
谷
大
学
博
物
館
っ
て

ど
ん
な
と
こ
ろ
？

巻頭特集
開館20周年

記念

作品名 時代

1 宋拓「化度寺故僧邕禅師舎利塔銘」 中国・宋代
（原品：唐代・亡佚）

2 宋拓「信行禅師興教碑」 中国・宋代
（原品：唐代・亡佚）

3 『判比量論』断簡 八世紀

4 『高野雑筆集』 平安時代

5 『三教指帰注集』 平安時代

作品名 時代

6 『春記』（長久2年2月） 平安時代

7 「後白河院庁下文」 平安時代

8 『選択本願念仏集』 鎌倉時代

9 『慈鎮和尚伝』 鎌倉時代

10 「湯浅景基寄進状」 鎌倉時代

1. 館蔵品は真宗・仏教学・哲学・歴史学・文
学など多分野にわたっています。特に、
アジア圏の史・資料や東洋学、日本史研
究に資する漢籍、和書、古文書類など、
世界的にも貴重な史・資料が豊富です。

2. 展観では館蔵品を中心
に紹介する春季・夏季・
秋季・冬季の年4回の
企画展と、他機関から
の出品を含む特別展を
開催。年間約150日開
館しています。

3. 博物館学芸員の資格取得をめざす学生
に向けた「博物館学課程」において、理
論を学ぶだけではなく、実践できる場
としても機能しています。

4. 博物館がある響
こう
流
る
館
かん
には、展示準備室や調

査研究室、恒温恒湿度管理がなされた収蔵
庫・一時保管庫、虫菌害駆除のための燻蒸室
などの施設が充実しています。調査研究に
必要な機器も整備されています。

史・資料数 約12,000件
うち、重要文化財10件

学生による実習生展報告は3～4ページ

大谷大学博物館は、大谷大学の前身である東本願寺学寮が1665年に創立されて以降収蔵されてきた
多くの史・資料を広く社会に展示・公開するために設立され、2003年10月に開館しました。
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開期中、自分たちが準備し
てきた展示について、展示
ガイドとして来館された方
に解説します。作品を一通
り解説するため、最後まで
手を抜かずに下調べや準備
を入念に行います。
2023年度は来館者数が656

名となり、多くの方に大谷
大学の館蔵品を知ってもら
える機会となりました。

2023年度後期　博物館開館予定

開館・展示ガイド 期間：2023年9月5日（火）～9月23日（土)

1.

3.

2.

資料調査の様子

特別展
2023年10月10日（火）～2023年11月28日（火）

大谷大学博物館開館20周年記念
宗祖親鸞聖人誕生850年・立教開宗800年記念
古典籍の魅力2023

冬季企画展
2024年1月13日（土）～2024年2月17日（土）

京都を学ぶ
拓本からみる京の梵鐘

親鸞を伝える
ー生涯と伝承ー

内覧会の様子（報道機関対象）

この大学の特徴や強みはなにか班
で相談して、大谷大学と縁深い親
鸞聖人をテーマにしました。4回
にわたる企画のプレゼンテーショ
ンを経て、ただいたずらに自分た
ちが展示したいものを展示するだ
けではなく、訪れる人たちのため
に展示の意味や見どころを考える
大切さを学びました。史・資料の
豊富さに加え、京都で直接歴史に
ふれることができる大谷大学は、
多様な歴史観の中から、自分なり
の捉え方や新たな歴史の魅力に気
づくことができる場所です。

展示品同士の間隔や基礎台の位置
を統一するなど、展示作業もとて
も大変でしたが、先生方や調査員
のみなさんに協力いただき、班の
メンバーと形にすることができま
した。また、プレゼンテーション
に向けた企画書の確認や展示品の
翻刻など細かな部分まで調査しま
した。解説では、調べてきたこと
を観覧者の方に伝える難しさを感
じたと同時に、「丁寧に解説いただ
きありがとうございます」と仰っ
ていただけたことで、達成感とや
りがいを感じました。

展示する掛け軸に少し傾くクセが
あり苦労しましたが、視覚的に真っ
直ぐに見えるよう、掛け軸の高さや
キャプションの位置を工夫しまし
た。モノの保存状態に配慮して作
業に取り組まなければならないこ
とを学びました。また、メンバー間
で綿密に情報を共有しあい、アイ
デアを形にすることのおもしろさ
にも気づくことができました。本
物の史・資料にふれ、文献の調査か
ら解ったことを自分の言葉で伝え
られるようになることが、大谷大学
で歴史を学ぶことの魅力です。

Ａ班 B班 C班

長野 澪也
（文学部 歴史学科 第4学年）

藤井 翔馬
（文学部 歴史学科 第4学年）

森 智輝
（文学部 歴史学科 第4学年）

展示解説の様子

学生メッセージ

4

第2学年から学んできた知識や、外部の博物館での実習経験を生かして、広い視野を
もち実践に臨みます。学生は3班に分かれて展示内容を企画します。2023年度は「親
鸞を伝える」、「御霊信仰」、「往生の世界」をテーマに、班ごとに何度かのプレゼンテー
ションを経て展示内容をブラッシュアップしてきました。

テーマに基づいて、本学の博物館・図書館館蔵品から展示作品リスト（10～15点）を
作成。その後、展示作品の調査・撮影を行い、パネルやキャプション原稿、リーフレッ
ト等を制作します。最後に展示作業を行い、開館に向けての準備が整います。

博物館学芸員の資格取得をめざす学生が、
3年にわたる学びを経てその成果を発表する展覧会です。

学生は3つの班に分かれて、
企画から展示、リーフレット制作、展示解説などを行います。

半年間にわたる学生たちの活動を紹介します。

学生による博物館展示
博物館学課程2023年度実習生展 報告

1.

2.

資料調査の様子 パネル制作の様子 展示準備の様子

企画・立案 4月～6月

展覧会準備 7月～8月

親鸞の生涯と伝承を紹介。親
鸞の事績を伝えようとした人
びとにも焦点をあてつつ、多
様な伝承に着目しました。

親鸞を伝える
ー 生涯と伝承 ー

Ａ班

御霊信仰の成立と展開を紹
介。御霊信仰のはじまりと背
景を踏まえ、その展開として
の祇園社と北野社を取り上げ
ました。

御霊信仰

B班

往生思想の受容とその広がり
を紹介。往生思想とはどのよ
うなものであったのか、また
さまざまに与えられたその影
響について見ました。

往生の世界
ー 経典と説話 ー

C班

3



T
o

p
ics!

　
地
域
交
流
や
施
設
開
放
を
目
的
に
、小
学

校
教
諭
を
め
ざ
し
て
い
る
教
育
学
科
初
等
教

育
コ
ー
ス
の
学
生
が
中
心
と
な
っ
て
子
ど
も

た
ち
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。
本
活
動
で
は
、遊
び
な
が
ら
学
べ
る
企

画
の
立
案
か
ら
事
前
準
備
、当
日
の
運
営
ま

で
学
生
が
行
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
以
降
4
年
ぶ
り
の
開
催
で
、初

め
て
参
加
す
る
学
生
も
多
い
中
、今
回
は
理

科
を
テ
ー
マ
に
し
た
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
や
さ
ま

ざ
ま
な
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
。
学
生
が
子
ど
も

た
ち
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
楽
し
ん

で
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
親
子
95
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
北
海
道
・
高
知
県
と
就
職
支
援
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。 

協
定
締
結
に
伴

い
、該
当
の
地
域
か
ら
本
学
に
進
学
し
た
学

生・卒
業
生
に
対
し
て
、さ
ら
に
充
実
し
た
支

援
を
す
る
た
め
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
学
生
と
地
域
の
双
方
に
と
っ
て
今
ま
で

以
上
に
有
益
な
関
係
が
構
築
で
き
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

「
お
お
た
に
キ
ッ
ズ
キ
ャ
ン
パ
ス

〜
大
谷
大
学
で

あ
そ
ぼ
う
！
〜
」を
開
催

2
0
2
3
年
7
月
1
日（
土
）

「
祇
園
祭
ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦

2
0
2
3
」に
本
学
学
生

1
4
1
名
が
参
加

2
0
2
3
年
7
月
15
日（
土
）・
16
日（
日
）

北
海
道・高
知
県
と
の

就
職
支
援
に
関
す
る
協
定
を
締
結

　
今
年
度
は
総
勢
１
４
１
名
の
本
学
学
生
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
や
そ
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
本
活
動
は
、一
般

社
団
法
人
祇
園
祭
ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦
が
主
催

す
る
、祇
園
祭
期
間
中
の
リ
ユ
ー
ス
食
器
使

用
の
推
進
に
よ
る
ご
み
の
削
減
、資
源
ご
み

の
分
別
、散
乱
ご
み
抑
制
な
ど
環
境
問
題
へ

の
取
り
組
み
で
す
。
本
学
は
、2
0
1
5
年

度
よ
り
協
賛
し
て
い
ま
す
。
学
生
た
ち
は
前

祭
の
宵
々
山
・
宵
山
の
う
ち
夕
方
か
ら
晩
に

か
け
て
参
加
し
、リ
ユ
ー
ス
食
器
の
回
収
や
、

資
源
ご
み
の
分
別
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し

た
。
多
く
の
学
生
が
意
欲
的
に
活
動
し
、達

成
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Campus Topics

16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
高
知
県

北
海
道

愛
知
県

富
山
県

三
重
県

新
潟
県

兵
庫
県

鹿
児
島
県

和
歌
山
県

岡
山
県

福
岡
県

長
野
県

福
井
県

京
都
府

滋
賀
県

石
川
県

（
2
0
2
3
年
7
月
31
日
）

（
2
0
2
3
年
4
月
28
日
）

（
2
0
2
2
年
9
月
9
日
）

（
2
0
2
2
年
9
月
1
日
）

（
2
0
2
2
年
7
月
21
日
）

（
2
0
2
1
年
10
月
25
日
）

（
2
0
2
1
年
3
月
26
日
）

（
2
0
2
1
年
3
月
19
日
）

（
2
0
2
1
年
2
月
9
日
）

（
2
0
2
0
年
12
月
1
日
）

（
2
0
2
0
年
11
月
30
日
）

（
2
0
2
0
年
11
月
26
日
）

（
2
0
2
0
年
7
月
22
日
）

（
2
0
1
8
年
7
月
14
日
）

（
2
0
1
7
年
11
月
10
日
）

（
2
0
1
7
年
11
月
8
日
）

協
定
先
一
覧（
締
結
順
）

※
学
年
は
大
会
時
の
も
の
で
す

　
G
L
O
B
A
L 

S
Q
U
A
R
E
主
催
の

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、ア
メ
リ
カ・バ
ー
ジ
ニ
ア

工
科
大
学
研
修
団
と
の
交
流
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
の
企
画
は
、ネ
イ
テ
ィ
ブ
と
英
語

で
交
流
す
る
機
会
を
提
供
し
、グ
ロ
ー
バ
ル

な
視
野
を
も
つ
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
当
日
は
学
生
ア
シ
ス
タ

ン
ト
の
進
行
の
も
と
、英
語
と
日
本
語
を
交

え
た
ゲ
ー
ム
を
参
加
者
全
員
で
楽
し
み
ま
し

た
。
ゲ
ー
ム
の
後
に
は
お
菓
子
を
つ
ま
み
な

が
ら
の
歓
談
の
時
間
も
あ
り
、学
生
た
ち
が

積
極
的
に
交
流
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

バ
ー
ジ
ニ
ア
工
科
大
学

研
修
団
と
の
交
流
会
を
開
催

2
0
2
3
年
7
月
13
日（
木
）

GLOBAL SQUAREで
は、外国語を学ぶ機会
や留学生との交流イベ
ントを随時開催してい
ます。興味のある方は
ぜひご参加ください。

6
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2
0
2
2
年
度
9
月
に
発
足
し
た
大
谷

大
学
学
生
会
に
よ
る
本
学
新
オ
リ
ジ
ナ
ル

コ
ー
ヒ
ー
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
大
谷
ほ
っ

と
コ
ー
ヒ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
協
力
：
珈
舎 

伊
藤
珈
琲
）に
お
い
て
、新
コ
ー
ヒ
ー「
尋
珈

琲
」が
完
成
し
ま
し
た
。

　
本
学
で
は
2
0
1
2
年
よ
り
、北
大
路
商

店
街
の「
珈
舎 

伊
藤
珈
琲
」の
協
力
の
も
と
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
レ
ン
ド
コ
ー
ヒ
ー
2
種
を
制

作
し
、通
称「
O
t
a
n
i 
C
o
f
f
e
e
」

と
し
て
販
売
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、学
生
会
が「
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動

が
制
限
さ
れ
て
い
た
中
、学
生
み
ん
な
で
一

つ
の
も
の
を
作
り
上
げ
た
い
」と
い
う
想
い

で
発
足
。
豆
の
選
定
や
焙
煎
の
深
さ
な
ど
を

新
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ー
ヒ
ー

「
尋じ

ん
こ
ー
ひ
ー

珈
琲
」完
成・販
売
開
始

2
0
2
3
年
6
月
20
日（
火
）

調
節
し
て
、試
作
品
を
使
っ
た
試
飲
会
を
学

園
祭
や
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、新
入
生
歓

迎
祭
で
実
施
し
、大
学
関
係
者
延
べ
６
０
０

名
以
上
か
ら
の
意
見
を
集
約
し
て
制
作
し

ま
し
た
。
深
煎
り

で
酸
味
が
少
な
く

す
っ
き
り
し
た
苦
み

が
特
徴
で
す
。
商
品

名
称
は
本
学
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る「
尋

源
館
」か
ら
命
名
し

ま
し
た
。
パ
ッ
ケ
ー

ジ
デ
ザ
イ
ン
も
本

学
学
生
が
担
当
し
、

本
学
と
尋
源
館
の

伝
統
を
感
じ
ら
れ

る
よ
う
、レ
ト
ロ
な

イ
メ
ー
ジ
に
仕
上

げ
ま
し
た
。

Campus Topics

2
0
2
3
年
7
月
1
日（
土
）

2
0
2
3
年
7
月
15
日（
土
）・
16
日（
日
）

完成披露会の様子（全学生・教職員対象）

完成披露会の様子（報道機関対象）

 ※ギフトボックスと豆のみECサイトにて購入可

キャンパス トピックス

■ 商品概要

C
lu

b
 In

fo
rm

a
tio

n

2
0
2
3
年
度 

春
季
大
会
結
果
（
2
0
2
3
8̇
1̇
時
点
）

※
学
年
は
大
会
時
の
も
の
で
す

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

●

京
都
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
リ
ー
グ
戦
大
会

男
子
２
部 

優
勝（
１
部
昇
格
）

女
子
２
部 

優
勝（
１
部
昇
格
）

●

令
和
５
年
度 

関
西
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

春
季
リ
ー
グ
戦・入
れ
替
え
戦

男
子
４
部 

1
位（
男
子
３
部
昇
格
）

女
子
４
部 

２
位（
女
子
３
部
昇
格
）

●

令
和
５
年
度 

関
西
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
Ｂ 

ベ
ス
ト
16

土
居 

宗
一
朗（
文
学
部 

歴
史
学
科 

第
２
学
年
）

男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ 

ベ
ス
ト
16

吉
成 

悠（
社
会
学
部 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
学
科 

第
３
学
年
）

黒
川 

椋
平（
文
学
部 

歴
史
学
科 

第
３
学
年
）

女
子
ダ
ブ
ル
ス
B 

３
位

鞭 

遥
加（
教
育
学
部 

教
育
学
科 

第
３
学
年
）

中
村 

思
絵
瑠（
文
学
部 

哲
学
科 

第
２
学
年
）

●

第
78
回
国
民
体
育
大
会 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

京
都
府
予
選
会
並
び
に

ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
２
３

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
京
都
府
予
選
会

成
人
男
子
シ
ン
グ
ル
ス 

ベ
ス
ト
８

沼
田 

慧
和（
文
学
部 

文
学
科 

第
２
学
年
）

空
手
道
部

●

第
43
回
全
京
都
空
手
道
選
手
権
大
会

一
般
男
子 

段
外 

組
手
の
部 

準
優
勝

喜
多 

洋
斗（
教
育
学
部 

教
育
学
科 

第
３
学
年
）

●

第
22
回
京
都
市
民
総
合
体
育
大
会

●

第
35
回
京
都
市
空
手
道
選
手
権
大
会

個
人
形
競
技 

成
年
男
子 

優
勝

鈴
木 

量
大（
文
学
部 

真
宗
学
科 

第
１
学
年
）

陸
上
競
技
部

●

２
０
２
３
年
度 

第
１
回
大
阪
体
育
大
学
競
技
会

男
子
三
段
跳 

３
位

中
西 

漣（
文
学
部 

歴
史
学
科 

第
３
学
年
）

●

第
１
回
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｌ
Ｅ 

Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｌ 

i
n 

Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ｅ

兼
第
40
回
滋
賀
県
リ
レ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

兼
第
82
回
滋
賀
県
陸
上
競
技
選
手
権
大
会（
１
０
０
０
０
m
）

兼
特
別
国
民
体
育
大
会
選
手
選
考
会

男
子
三
段
跳 

６
位

中
西 

漣（
文
学
部 

歴
史
学
科 

第
３
学
年
）

●

第
82
回
滋
賀
県
陸
上
選
手
権
大
会

男
子
三
段
跳 

６
位

中
西 

漣（
文
学
部 

歴
史
学
科 

第
３
学
年
）

商品名 尋
じん

珈
こー

琲
ひー

販売店 珈舎 伊藤珈琲（店頭・ECサイト）

価  格

ドリップバッグ 8個入りギフトボックス　
ドリップバッグ 1個 
豆 100g　
店舗ドリンク提供（HOTのみ） 1杯　

1200円（税込）
150円（税込）
650円（税込）
620円（税込）

2
0
2
3
年
7
月
13
日（
木
）
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University Festival 紫明祭2023
多くの笑顔や思い出が生まれる大谷大学学園祭「紫明祭」。最高の思い出をつくろう！

2023年度テーマ2023年度テーマ

Revival of the vitality!!

Campus Topics

　2023年度の紫明祭テーマは「Revival of the vitality!!」
で、活気を復活させるという意味です。2023年度は4年ぶ
りの模擬店復活や、一般開放となるため、コロナ禍で失
われていた活気を取り戻し、本学学生だけでなく地域の
方々とともに盛り上がりたいという思いからこのテーマ
を設定しました。

2023年度テーマ

　前夜祭、プロタレントイベントでは、アーティストや声
優(予定)をお呼びする予定です。内部音楽イベント、展
示では本学学生団体の日頃の活動の成果を発揮してもら
う場となるような企画を計画しています。カラオケイベ
ントでは、本学学生・教職員に加え今年度は一般の方にも
参加していただき、点数を競ってもらう企画です。後夜
祭では、豪華景品が当たる抽選会を実施予定です。模擬
店では、各活動団体が模擬店を出店し、お祭りのような食
べ物を楽しんでいただけます。どの企画も盛り上がるこ
と間違いなしの企画となっているため、ぜひ紫明祭へお
越しください。

イベント内容

　今年度は一般開放のため、本学学生はもちろんのこと、
大学生になった子どもの活動の様子を見たい、一人暮ら
しをしている子どもの元気な姿を見たいという保護者
の方、いつもお世話になっている地域の
方々、大学の様子を知りたい高校生など皆
さまのご来場をお待ちしております。

実行委員からのメッセージ

学園祭実行委員会 委員長

吉
よ し み

見 菜
な つ み

摘
（教育学部 教育学科幼児教育コース 第3学年）

Instagram X（旧Twitter）
@shimeisai_2023shimeisai

学園祭実行委員会のSNSはこちら
当日の運営も

学園祭実行委員会が

中心となって
行います！

Event Schedule
日 時 イベント

11月10日（金） 16:30－18:40 前夜祭

11月11日（土）
11:15－14:30 内部音楽イベント（学生）

15:50－18:00 カラオケイベント

11月12日（日）
13:00－14:00 プロタレントイベント
16:00－18:10 後夜祭

※イベント内容や日程等は変更・中止する可能性があります。
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Campus Topics

大学Webサイトでも
最新情報を更新中！

でも大学の動きをチェックしよう！SNS

　
高
校
生
を
対
象
と
し
て
、2
0
2
4
年
3

月
末
日
ま
で
図
書
館
を
無
料
開
放
し
て
い
ま

す
。
高
校
生
が
自
習
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
づ

ら
い
と
い
う
近
年
の
状
況
か
ら
、高
校
生
へ

の
学
習
環
境
の
提
供
、本
の
閲
覧
、大
学
進
学

後
の
学
習
イ
メ
ー
ジ
の
喚
起
等
を
目
的
と
し

た
取
り
組
み
と
し
て
、8
月
5
日（
土
）よ
り

受
付
を
開
始
し
ま
し
た
。
ご
家
族
や
お
知
り

合
い
で
利
用
を
希
望
す
る
高
校
生
の
方
が
い

ま
し
た
ら
、ぜ
ひ
ご
案
内
く
だ
さ
い
。

　

新
入
生
歓
迎
実
行
委
員
会
が
中
心
と
な

り
、初
め
て
の
試
み
で
あ
る
新
入
生
応
援
イ

ベ
ン
ト「
ひ
ま
わ
り
」を
開
催
し
ま
し
た
。
本

イ
ベ
ン
ト
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
り
、人
と
人
と
の
つ
な
が
り
に
制

限
が
あ
る
高
校
生
活
を
過
ご
し
た
新
入
生
に

対
し
て
、同
世
代
の
学
生
同
士
で
の
つ
な
が

り
を
深
め
、大
学
生
活
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い

と
の
願
い
を
込
め
て
企
画
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト

で
す
。

　
当
日
は
新
入
生
歓
迎
実
行
委
員
会
の
学
生

が
運
営
す
る
、模
擬
店
や
射
的
な
ど
の
ゲ
ー

ム
コ
ー
ナ
ー
、大
学
生
活
の
不
安
や
悩
み
を

解
消
す
る
た
め
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
コ
ー
ナ
ー

が
設
置
さ
れ
、学
部
・
学
科
や
学
年
を
超
え

て
、学
生
同
士
が
交
流
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
学
生
か
ら
は「
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、

人
が
集
ま
る
行
事
が
減
り
寂
し
い
思
い
が

あ
り
ま
し
た
が
、楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。」と
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

Instagram

otani_univ @otaniuniv_staff

Facebook

@otaniuniversity otaniuniversity

YouTube

新
入
生
応
援
イ
ベ
ン
ト

「
ひ
ま
わ
り
」開
催

2
0
2
3
年
8
月
3
日（
木
）

■ 図書館利用の概要
対象 高校生

受付開始 2023年8月5日（土）から

利用期限 2024年3月31日（日）まで

利用時間 本学図書館が定める時間

登録料 無料

受付人数 先着50名程度

利用内容 閲覧のみ（貸出は無し）、その他は図書館のルールに準拠

高
校
生
を
対
象
と
し
た

図
書
館
の
無
料
開
放
を
実
施

お
知
ら
せ

X（旧Twitter）
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文学部

真宗学科

仏教学科

哲学科

歴史学科

文学科

社会学部

現代社会学科

コミュニティ
デザイン学科

教育学部

教育学科
初等教育コース

教育学科
幼児教育コース

国際学部※ 1 国際文化学科

２
０
２
２
年
度
学
部
卒
業
生
の
就
職
率（
就

職
者
÷
就
職
希
望
者
）は
、学
生
が
最
後
ま
で
あ

き
ら
め
ず
に
就
職
活
動
を
し
た
こ
と
に
よ
り
、

98
・
１
％
と
高
い
就
職
率
を
維
持
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。（
詳
細
は
10
ペ
ー
ジ
参
照
）

多
く
の
企
業・事
業
所
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
続
く
状
況
で
も
、採
用
活
動
を

実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、円
滑
な
就
職
活

動
が
で
き
た
の
は
、第
３
学
年
か
ら
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
主
催
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど
に
出
席

し
、業
界
研
究
や
履
歴
書
作
成
、面
接
対
策
を
し

た
学
生
、夏
期
休
暇
中
や
授
業
が
な
い
日
に
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
学
生
、早
く
に

企
業
・
事
業
所
に
エ
ン
ト
リ
ー
を
し
た
学
生
で

す
。
ま
た
、２
月
に
学
内
で
開
催
し
た
業
界・企

業
研
究
セ
ミ
ナ
ー
に
出
席
し
た
学
生
も
、５
月

に
は
内
定
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
方
で
、就
職
活
動
を
先
延
ば
し
に
し
た
学

生
や
、多
く
の
単
位
を
残
し
た
こ
と
に
よ
り
授

業
優
先
で
時
間
調
整
が
で
き
な
か
っ
た
学
生

は
、就
職
活
動
が
長
期
化
し
ま
し
た
。

現
在
、第
４
学
年
の
学
生
は
、第
３
学
年
前
期

か
ら
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

や
筆
記
試
験
対
策
講
座
な
ど
に
出
席
し
、ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
個
人
面
談（
履
歴
書
作
成
、模
擬

面
接
）を
行
い
、就
職
活
動
の
準
備
を
し
て
き

ま
し
た
。　

３
月
１
日
の
広
報
解
禁
に
向
け
た
就
職
活
動

直
前
対
策
と
し
て
、２
０
２
３
年
２
月
に
３
日

間
、学
内
に
て
対
面
式
で
開
催
し
た「
業
界
・
企

業
研
究
セ
ミ
ナ
ー
」に
は
、卒
業
生
が
活
躍
す
る

企
業
・
事
業
所
１
０
１
社
に
参
加
い
た
だ
き
、

４
８
１
人
の
学
生
が
出
席
し
ま
し
た
。
３
月
１

日
以
降
は
、自
治
体
や
就
職
情
報
会
社
主
催
の

合
同
企
業
説
明
会
や
、企
業・事
業
所
に
よ
る
個

別
の
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、就
職
活
動
が
本
格

化
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
の
個
人
面
談
を
予
約
し
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
履
歴
書
の
確
認
や
面
接
練
習
な
ど
を
経
て
、

採
用
試
験
を
受
け
る
学
生
が
増
え
ま
し
た
。
な

お
、Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
の
就
職
活
動
に
対
応
す
る
た

め
、授
業
の
な
い
時
間
を
利
用
し
て
会
社
説
明

会
へ
の
参
加
や
面
接
試
験
を
受
け
る
学
生
の
た

め
に
、学
内
施
設
お
よ
び
パ
ソ
コ
ン
を
貸
し
出

し
て
い
ま
す
。

５
月
10
日
か
ら
は
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
か

ら
就
職
希
望
の
学
生
に
電
話
を
か
け
、活
動
状

況
を
確
認
し
、情
報
提
供
や
採
用
試
験
に
向
け

て
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、５
月
16

日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
は
、１
日
１
〜
３
社（
計

65
社
）の
企
業・事
業
所
を
学
内
に
招
い
て
対
面

式
の
企
業
説
明
会
を
開
催
し
、学
生
が
就
職
活

動
に
取
り
組
み
や
す
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し

た
。
ま
た
、公
務
員
や
教
員
採
用
試
験
を
控
え

た
学
生
の
う
ち
、希
望
者
に
は
、面
談
や
模
擬
面

接
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

大
企
業
が
採
用
活
動
を
終
了
し
た
７
月
以
降

は
、募
集
人
数
に
満
た
な
か
っ
た
企
業・事
業
所

や
中
堅・中
小
企
業
が
採
用
活
動
を
行
い
、秋
以

降
は
、教
員・公
務
員
試
験
の
結
果
を
受
け
た
企

業
・
事
業
所
の
採
用
活
動
も
展
開
さ
れ
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、学
生
の
状
況
に
応

じ
た
面
談
や
情
報
提
供
、企
業・事
業
所
を
学
内

に
招
い
て
の
企
業
説
明
会
開
催
な
ど
の
支
援
を

継
続
し
て
行
い
ま
す
。

関
係
省
庁
が
取
り
ま
と
め
る「
就
職・採
用
活

動
日
程
」は
あ
る
も
の
の
、企
業
・
事
業
所
の
採

用
活
動
は
早
期
化
が
続
い
て
い
ま
す
。
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
は
、常
に
情
報
を
収
集
し
て
、支
援

に
反
映
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
機
に
、Ｗ

ｅ
ｂ
で
の
就
職
活
動
が
一
般
化
し
た
た
め
、パ

2022年度卒業生進路決定状況

卒業者
就職希望 進学

聴講生
科目等

一時的な
仕事に
就いた者

左記以外
就職者 就職活動

継続 大学院 大学短大
専修学校

732 623 12 15 23 1 17 41 98.1% 90.3%

就職率 =
　 就職者 　
 就職希望者

進路決定率 =
 進路決定者 
卒業者

※進路決定者＝就職者 +進学者

●農林水産業　㈱グランドワンファーム

●建設業　京都土木㈱／コープ住宅㈱／
生和コーポレーション㈱／積水ハウスリ
フォーム㈱／大和電設工業㈱／大和ハウ
ス工業㈱／みなみ設備工業㈱
 
●製造業　アインズ㈱／旭化工㈱／㈱イ
セトー／伊勢丸食品㈱／㈱伊藤園／伊
藤ハム㈱／㈱ウッドワン／エア・ウォー
ター・マッハ㈱／㈱エムズコーポレーショ
ン／㈱大阪油圧／㈱ＯＮＯ ｐｌｕｓ／オリ
カ㈱／㈱京写／㈱京都テクニカ／㈱京
都プラテック／㈱クラウン・パッケージ／
㈱グラフィック／㈱鼓月／㈱斉藤鐵工所
／佐藤ライト工業㈱／三友エレクトリッ
ク㈱／三和シヤッター工業㈱／滋賀オ
カタ産業㈱／㈱志津屋／㈱シュクレイ／
㈱ジョーニシ／新生化学工業㈱／スケー
ター㈱／双和電機㈱／大徳食品㈱／㈱
高橋合成／たねやグループ／千代田電
機㈱／㈱ディーアクト／東洋特殊鋼業㈱
／㈱十川ゴム／中本パックス㈱／夏原
工業㈱／日進畜産工業㈱／パイン㈱／
平和電機㈱／増永眼鏡㈱／盟和産業㈱
／㈱メカテック／㈱ユーハイム／㈱ユキ
オー／利高工業㈱／㈱ロワール／ワキ製
薬㈱／㈱脇木工
 
●情報通信業　㈱イヴレス／ＳＣＳＫサー
ビスウェア㈱／㈱システムディ／㈱総合
プランニング／知多メディアスネットワー
ク㈱／㈱ちゅピCOMおのみち／㈱デジ
タルハーツ／東和ハイシステム㈱／㈱日
本コンピュータ開発／日本コンピューター
サイエンス㈱／日本綜合テレビ㈱／日本
文教出版㈱／㈱ピーエスシー／びわ湖
放送㈱／富士ソフト㈱／㈱ホープス／㈱
ユーコム／ワールドビジネスセンター㈱
 
●運輸業　アクシアロジ㈱／㈱関西丸和
ロジスティクス／岐阜乗合自動車㈱／神
戸エムケイ㈱／㈱サカイ引越センター／
シモハナ物流㈱／スイスポートジャパン
㈱／つばめグループ／名古屋東部陸運
㈱／西日本高速道路㈱／西日本高速道
路パトロール関西㈱／日本交通㈱／三菱

業種別就職状況（2022年度）

2022年度就職先（抜粋）
大　学 自動車ロジテクノ㈱／ヤマト運輸㈱

 
●卸売業　アイ・ティー・エックス㈱／朝日
電器㈱／㈱ＩＤＯＭ／ウライ㈱／㈱エイア
ンドシー／㈱ＡＣＮ九州／㈱ＥＮＧＩＮ／小
川電機㈱／㈱カトージ／鐘通㈱／かね徳
水産㈱／川西紙業㈱／京都青果合同㈱
／㈱クマヒラ／京滋ヤクルト販売㈱／㈱
高速／三光機工㈱／㈱三笑堂／滋賀特
機㈱／シャープマーケティングジャパン㈱
／ジャペル㈱／㈱スズキ自販京都／㈱大
黒商会／大松㈱／龍玉精工㈱／タビオ
㈱／ダンロップタイヤ近畿㈱／塚喜商事
㈱／㈱ツカサ／㈱東邦ホールディングス
／トーアン㈱／ＴＯＴＯエムテック㈱／㈱
トヨタユーゼック／㈱日本電商／パール
金属㈱／㈱八興／㈱ファイブフォックス
／福井ダイハツ販売㈱／㈱プラザクリエ
イト／㈱マツシマホールディングス／㈱
丸杉／㈱丸菱／㈱ミタス／三井食品㈱／
安田㈱／ヤチヨコアシステム㈱／㈱大和
青果センター／リコージャパン㈱／和研
薬㈱
 
●小売業　Ｉ＆Ｈ㈱／㈱アカカベ／㈱アッ
プビート／㈱アヤハディオ／イオンリテー
ル㈱／㈱イズミ／㈱イング／㈱エディオ
ン／L. L. Bean International／㈱オー
トバックス関西販売／㈱カインズ／香川
トヨタ自動車㈱／㈱関西スーパーマー
ケット／京都トヨペット㈱／㈱クスリのア
オキ／ＫＯＳモバイル㈱／京滋ユアサ電
機㈱／㈱Ｋ　Ｐｒｏｄｕｃｅ　ｎｉｃｅ／ゲン
キー㈱／㈱光洋／コーナン商事㈱／㈱コ
スモス薬品／㈱コメリ／佐竹食品㈱／㈱
さとう／サラダカフェ㈱／㈱サンキュー／
㈱ＪＲ東日本サービスクリエーション／滋
賀テレコム㈱／㈱滋賀トヨタ／シミズ薬
品㈱／㈱ジンズ／㈲ズーティー／㈱スギ
薬局／㈱スタートーク／生活協同組合お
おさかパルコープ／生活協同組合コープ
かがわ／生活協同組合コープぎふ／㈱
70B／ＤＡＩＷＡ　ＣＹＣＬＥ㈱／㈱ＴＡＳＡ
ＫＩ／㈲たなか／㈱チュチュアンナ／㈱東
海セイムス／トヨタカローラ滋賀㈱／トヨ
タモビリティ滋賀㈱／トヨタユナイテッド
奈良㈱／㈱トレジャー・ファクトリー／㈱
新潟ダイハツモータース／日産プリンス
滋賀販売㈱／㈱ネクステージ／ネッツト
ヨタヤサカ㈱／㈱ハードオフコーポレー

ション／㈱ハートフレンド／㈲ハートマー
ケット／㈱はせがわ／㈱ハニーズ／㈱原
田／㈱パリミキ／㈱パル／㈱ファーストリ
テイリング／㈱プラス／㈱平和堂／㈱ホ
ンダ北大阪／㈱マツモト／㈱ゆうホール
ディングス／㈱ユタカファーマシー／㈱ヨ
ドバシカメラ／㈱ライフコーポレーション
／㈱レッドバロン
 
●金融・保険業　大阪厚生信用金庫／京
都信用金庫／㈱高知銀行／さつま日置農
業協同組合／但馬信用金庫／淡陽信用
組合／津山信用金庫／長浜信用金庫／
のぞみ信用組合
 
●不動産業　㈱エリッツ／㈱京都ライフ
／㈱共立メンテナンス／㈱グランレブ
リー／㈱ジェイアール西日本総合ビル
サービス／ＳＨＯＷＡ　ＧＲＯＵＰ㈱／積
水ハウス不動産関西㈱／㈱大生産業／
㈱ハウスコミュニケーション／ハタス㈱／
㈱フォーラス＆カンパニー／㈱福屋不動
産販売／ＭＩＲＡＲＴＨホールディングス㈱
 
●福祉・医療　生駒学院　児童養護施設
生駒学園／えのき会／おおひなた耳鼻
咽喉科クリニック／かがやき歯科クリニッ
ク／掛川社会福祉事業会　特別養護老
人ホームかけがわ苑／京都市身体障害
児者父母の会連合会／京都社会事業財
団　児童養護施設つばさ園／京都福祉
サービス協会／ケアステーション奈良／
㈱ケア２１／啓信会／社団恵仁会　なぎ
辻病院／恒昭会　藍野病院／宏量福祉
会　野菊荘／さざなみ学園／㈱サンガ
ジャパン／滋賀県障害児協会／滋賀県
保健研究センター／十条龍谷会／衆善
会　和敬学園／松柏会　児童養護施設
松柏学園／真寿会／ＳＯＭＰＯケア㈱／
同和園／七野会／虹の会／博愛社／バ
プテストめぐみ会／ヒューマンライフケア
㈱／柊野福祉会／美輪湖の家大津／医
療法人社団風林会／福知山学園／㈱ベ
ストライフ／㈱ベネッセスタイルケア／ま
ちのひ／森の宮福祉会／野洲慈恵会／
洛東園
 
●幼稚園教諭・保育士・保育教諭　大津
市（保育士）／高島市（保育士）／東近江
市(幼稚園教諭・保育教諭)／池田市（幼

稚園教諭・保育教諭）／伊丹市（幼稚園教
諭・保育教諭）／高槻市（幼稚園教諭・保
育教諭）／和歌山市（幼稚園教諭・保育教
諭）／今宮幼稚園／大谷幼稚園／桂陽幼
稚園／嵯峨幼稚園／聖ドミニコ学院京都
幼稚園／泉山幼稚園／そよかぜ幼稚園
／八条幼稚園／むらさき幼稚園／洛西花
園幼稚園／カトリック京都司教区カリタ
ス会　児童養護施設京都聖嬰会／上京
陵和園／共栄保育園／京都大和の家／
朱一保育園／清仁福祉会／光の子保育
園／まめのき保育園／みつばち菜の花保
育園／ゆりかごＷＥＣしおん保育園／洛
陽保育園／あひるが丘こども園／うづら
こども園／こども園ゆりかご／聖三一幼
稚園　幼稚園型認定こども園／椥辻こど
も園／保育所型認定こども園下鴨夢／槇
島ひいらぎこども園／南山城学園／甲南
幼稚園／近江はちまん社会福祉事業協
会／草津大谷保育園／小鳩会／長浜愛
児園／めぐみ保育園／栗東くじら保育園
／近江兄弟社ひかり園／速水こども園／
ひえいの森こども園／楠京阪幼稚園／せ
んりひじり幼稚園／ひじりにじいろ保育
園／レバノンホーム／安威たんぽぽ学園
／松ヶ本認定こども園／幼保連携型認定
こども園堺めぐみ学園／チャイルドハウ
スこども園／奈良学園幼稚園／エイビイ
シイ保育園／ＬＩＦＥ　ＳＣＨＯＯＬ塩浜こど
ものいえ／湘南桜ヶ丘幼稚園／㈱日本保
育サービス
 
●教員・教育関連業　京都府教育委員会
／京都市教育委員会／相楽東部広域連
合教育委員会／滋賀県教育委員会／愛
荘町教育委員会／大津市教育委員会／
草津市教育委員会／長浜市教育委員会
／東近江市教育委員会／彦根市教育委
員会／守山市教育委員会／大阪市教育
委員会／大阪府豊能地区教職員人事協
議会／交野市教育委員会／摂津市教育
委員会／高槻市教育委員会／神戸市教
育委員会／北海道教育委員会／高崎市
教育委員会／横浜市教育委員会／富山
県教育委員会／阿智村教育委員会／郡
上市教育委員会／浜松市教育委員会／
島根県教育委員会／香川県教育委員会
／高松市教育委員会／愛媛県教育委員
会／大阪商業大学堺高等学校／京都廣
学館高等学校／専修学校夕陽丘予備校

／長尾谷高等学校／成基コミュニティグ
ループ／㈱パーソナル・サポート
 
●サービス業　アイ・ケイ・ケイホールディ
ングス㈱／㈱アウトソーシングテクノロ
ジー／ＡＯＩホールディングス㈱（ＡＯＩグ
ループ）／アパホテル㈱／ＡＬＳＯＫ京滋
㈱／Ambihone㈱／イオンディライト㈱
／伊賀ふるさと農業協同組合／石田エン
ジニアリング㈱／㈱エンジン／カトープ
レジャーグループ／㈱きぃすとん／北大
阪農業協同組合／北びわこ農業協同組
合／共同リネンサプライ㈱／京都市生涯
学習振興財団／京都市農業協同組合／
京都中央農業協同組合／㈱近鉄・都ホテ
ルズ ウェスティン都ホテル京都／くら寿
司㈱／グリーン大阪農業協同組合／国際
セーフティー㈱／小山㈱／㈱サガミホー
ルディングス／㈱THAN／Ｃ－Ｕｎｉｔｅｄ㈱
／㈱ジェイアール西日本ホテル開発／㈱
ジェイエイシーリクルートメント／㈱ＪＷソ
リューション／㈱ＪＴＢ沖縄／滋賀建機㈱
／㈱下鴨茶寮／㈱ジュン／㈱ダイキチ／
長田広告㈱／奈良県農業協同組合／日
本郵便㈱／㈱ネオキャリア／㈱ネオビエ
ント　あすたむらんど徳島／㈱八光殿／
㈱パルティール／晴れの国岡山農業協同
組合／㈱ビーネックスパートナーズ／東
びわこ農業協同組合／日和山観光㈱ 城
崎マリンワールド／㈱フォーシーズ／フ
リックイン福井㈱／㈱フルキャスト／㈱ブ
ロンコビリー／㈱マイナビパートナーズ／
㈱増田喜／㈱松屋フーズホールディング
ス／みなみ信州農業協同組合／㈱ユニ
バーサル園芸社／㈱読売連合広告社／
リゾートトラスト㈱／㈱リゾートライフ／
㈱レンタルのニッケン／㈱ワールドイン
テック
 
●宗教　真宗大谷派宗務所／真宗大谷
派豊橋別院
 
●国家公務・地方公務　法務省  矯正局 
大阪矯正管区／南丹市役所／大津市役
所／香美町役場／新発田市役所／庄原
市役所／柳井市役所／兵庫県警察本部
／愛媛県警察本部／防衛省 陸上自衛隊
／防衛省  海上自衛隊

■農林水産業　■建設業　■製造業　■情報通信業　■運輸業　■卸売業　■小売業　■金融業　■不動産業　■サービス業　■教育学習業　■福祉・医療　■宗教　■公務　■その他
※1 国際学部については2022年度文学部国際文化学科卒業生の状況を記載しています。

36% 18% 10% 9% 9% 7% 7% 2
%

2
%

24% 19% 13% 13% 13% 6% 6% 6%

27% 17% 7% 6% 6% 6% 6% 6% 3
%

3
%

3
%

3
%

7
%

29% 22% 15% 9% 7% 4% 4% 2
%

2
%

2
%

2
%

2
%

32% 17% 13% 8% 6% 5% 5% 5% 4
%

2
%

2
%

1
%

27% 19% 15% 15% 9% 4% 3
%

3
%

1
%

1
%

1
%

1
%

1
%

70% 16% 4% 2
%

2
%

2
%

2
%

2
%

54% 38% 3% 1
%

1
%

1
%

1
%

1
%

32% 18% 8% 7% 7% 7% 6% 4
%

4
%

4
%

3
%

23% 18% 13% 13% 11% 5% 5% 3
%

3
%

3
%

1
%

1
%

1
%

10

文学部

真宗学科

仏教学科

哲学科

歴史学科

文学科

社会学部

現代社会学科

コミュニティ
デザイン学科

教育学部

教育学科
初等教育コース

教育学科
幼児教育コース

国際学部※ 1 国際文化学科

２
０
２
２
年
度
学
部
卒
業
生
の
就
職
率（
就

職
者
÷
就
職
希
望
者
）は
、学
生
が
最
後
ま
で
あ

き
ら
め
ず
に
就
職
活
動
を
し
た
こ
と
に
よ
り
、

98
・
１
％
と
高
い
就
職
率
を
維
持
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。（
詳
細
は
10
ペ
ー
ジ
参
照
）

多
く
の
企
業・事
業
所
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
続
く
状
況
で
も
、採
用
活
動
を

実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、円
滑
な
就
職
活

動
が
で
き
た
の
は
、第
３
学
年
か
ら
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
主
催
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど
に
出
席

し
、業
界
研
究
や
履
歴
書
作
成
、面
接
対
策
を
し

た
学
生
、夏
期
休
暇
中
や
授
業
が
な
い
日
に
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
学
生
、早
く
に

企
業
・
事
業
所
に
エ
ン
ト
リ
ー
を
し
た
学
生
で

す
。
ま
た
、２
月
に
学
内
で
開
催
し
た
業
界・企

業
研
究
セ
ミ
ナ
ー
に
出
席
し
た
学
生
も
、５
月

に
は
内
定
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
方
で
、就
職
活
動
を
先
延
ば
し
に
し
た
学

生
や
、多
く
の
単
位
を
残
し
た
こ
と
に
よ
り
授

業
優
先
で
時
間
調
整
が
で
き
な
か
っ
た
学
生

は
、就
職
活
動
が
長
期
化
し
ま
し
た
。

現
在
、第
４
学
年
の
学
生
は
、第
３
学
年
前
期

か
ら
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

や
筆
記
試
験
対
策
講
座
な
ど
に
出
席
し
、ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
個
人
面
談（
履
歴
書
作
成
、模
擬

面
接
）を
行
い
、就
職
活
動
の
準
備
を
し
て
き

ま
し
た
。　

３
月
１
日
の
広
報
解
禁
に
向
け
た
就
職
活
動

直
前
対
策
と
し
て
、２
０
２
３
年
２
月
に
３
日

間
、学
内
に
て
対
面
式
で
開
催
し
た「
業
界
・
企

業
研
究
セ
ミ
ナ
ー
」に
は
、卒
業
生
が
活
躍
す
る

企
業
・
事
業
所
１
０
１
社
に
参
加
い
た
だ
き
、

４
８
１
人
の
学
生
が
出
席
し
ま
し
た
。
３
月
１

日
以
降
は
、自
治
体
や
就
職
情
報
会
社
主
催
の

合
同
企
業
説
明
会
や
、企
業・事
業
所
に
よ
る
個

 

２
０
２
２
年
度　
就
職
決
定
状
況 

別
の
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、就
職
活
動
が
本
格

化
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
の
個
人
面
談
を
予
約
し
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
履
歴
書
の
確
認
や
面
接
練
習
な
ど
を
経
て
、

採
用
試
験
を
受
け
る
学
生
が
増
え
ま
し
た
。
な

お
、Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
の
就
職
活
動
に
対
応
す
る
た

め
、授
業
の
な
い
時
間
を
利
用
し
て
会
社
説
明

会
へ
の
参
加
や
面
接
試
験
を
受
け
る
学
生
の
た

め
に
、学
内
施
設
お
よ
び
パ
ソ
コ
ン
を
貸
し
出

し
て
い
ま
す
。

５
月
10
日
か
ら
は
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
か

ら
就
職
希
望
の
学
生
に
電
話
を
か
け
、活
動
状

況
を
確
認
し
、情
報
提
供
や
採
用
試
験
に
向
け

て
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、５
月
16

日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
は
、１
日
１
〜
３
社（
計

65
社
）の
企
業・事
業
所
を
学
内
に
招
い
て
対
面

式
の
企
業
説
明
会
を
開
催
し
、学
生
が
就
職
活

動
に
取
り
組
み
や
す
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し

た
。
ま
た
、公
務
員
や
教
員
採
用
試
験
を
控
え

た
学
生
の
う
ち
、希
望
者
に
は
、面
談
や
模
擬
面

接
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

大
企
業
が
採
用
活
動
を
終
了
し
た
７
月
以
降

は
、募
集
人
数
に
満
た
な
か
っ
た
企
業・事
業
所

や
中
堅・中
小
企
業
が
採
用
活
動
を
行
い
、秋
以

降
は
、教
員・公
務
員
試
験
の
結
果
を
受
け
た
企

業
・
事
業
所
の
採
用
活
動
も
展
開
さ
れ
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、学
生
の
状
況
に
応

じ
た
面
談
や
情
報
提
供
、企
業・事
業
所
を
学
内

に
招
い
て
の
企
業
説
明
会
開
催
な
ど
の
支
援
を

継
続
し
て
行
い
ま
す
。

関
係
省
庁
が
取
り
ま
と
め
る「
就
職・採
用
活

動
日
程
」は
あ
る
も
の
の
、企
業
・
事
業
所
の
採

用
活
動
は
早
期
化
が
続
い
て
い
ま
す
。
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
は
、常
に
情
報
を
収
集
し
て
、支
援

に
反
映
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
機
に
、Ｗ

ｅ
ｂ
で
の
就
職
活
動
が
一
般
化
し
た
た
め
、パ

Career guide
キャリアガイド自らの人生を切り開いていけるよう、キャリアセンターを積極的に活用しよう。

 

2
０
２
３
年
度
の
就
職
支
援
に
つ
い
て 

ソ
コ
ン
な
ど
の
通
信
端
末
に
加
え
、Ｗ
ｅ
ｂ
カ

メ
ラ
や
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
環
境
な
ど
を
整
え
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
一
方
で
、会
社
説
明
会
か
ら
最

終
面
接
ま
で
の
す
べ
て
を
対
面
で
実
施
す
る
企

業・事
業
所
も
あ
り
ま
す
。
採
用
担
当
者
は
、Ｗ

ｅ
ｂ
、対
面
に
か
か
わ
ら
ず
、学
生
の
や
る
気
や

協
調
性
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
を

見
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
困
難
な
状
況
に
お
い

て
も
、前
向
き
に
授
業
を
受
け
る
、資
格
取
得
や

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
取
り
組
む
な
ど
、積
極

的
な
姿
勢
に
つ
い
て
も
注
視
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

よ
っ
て
、第
３
学
年
の
学
生
が
対
象
と
な
る

２
０
２
４
年
度
は
、企
業・事
業
所
の
採
用
活
動

の
早
期
化
に
対
応
し
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の

各
種
ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど
は
、対
面
と
Ｗ
ｅ
ｂ
を

併
用
し
て
開
催
す
る
な
ど
、学
生
が
円
滑
に
準

備
を
進
め
、就
職
活
動
が
開
始
で
き
る
よ
う
に

支
援
を
行
い
ま
す
。

ま
ず
は
、夏
期
休
暇
中
に
、自
己
理
解
促
進
の

た
め
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
‐
Ａ
ｃ
ａ
ｄ

ｅ
ｍ
ｉ
ｃ
）を
実
施
し
、受
検
結
果
は
、履
歴
書

作
成
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。
さ
ら
に
、自
己
理

解
、筆
記
試
験
対
策
、業
界
研
究
に
関
す
る
就
職

ガ
イ
ダ
ン
ス
も
開
催
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

履
歴
書
作
成
セ
ミ
ナ
ー
、ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、面

接
対
策
な
ど
の
支
援
企
画
も
実
施
す
る
予
定
で

す
。
履
歴
書
は
、「
卒
業
研
究
」、「
学
生
時
代
に

力
を
入
れ
た
こ
と
」、「
私
の
特
徴
」で
自
己
ア

ピ
ー
ル
を
す
る
大
切
な
書
類
で
あ
り
、企
業
独

自
の
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
に
も
対
応
で
き
る
た

め
、個
人
面
談
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
な
お
、教

員
、公
務
員
を
め
ざ
す
学
生
、進
学
希
望
の
学
生

に
は
、各
進
路
に
沿
っ
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

今
後
実
施
す
る
支
援
企
画
に
つ
い
て
は
、学

生
支
援
シ
ス
テ
ム（
大
谷
大
学
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

パ
ス
ポ
ー
ト
：
通
称「
ユ
ニ
パ
」）、メ
ー
ル
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
大
谷
大
学
で
の
学
び
、学
生
生
活
で
得
た
経
験

（
キ
ャ
リ
ア
）が
卒
業
後
の
進
路
に
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
す
。

企
業
・
事
業
所
が
学
生
に
求
め
る
力
は
、「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」「
主
体
性
」「
協
調
性
」、

最
近
は「
ス
ト
レ
ス
耐
性
」も
挙
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
力
は
、学
業
、資
格
取
得
、ク
ラ
ブ
活
動
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
通
し
て
多

く
の
人
と
の
交
流
で
養
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で

す
。
ま
た
、企
業
や
自
治
体
が
実
施
す
る
オ
ー
プ

ン
カ
ン
パ
ニ
ー
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
企
画
な
ど
に
参

加
す
る
こ
と
は
、社
会（
会
社
や
業
界
）を
知
り
、職

業
観
を
身
に
つ
け
る
有
効
な
方
法
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
挑
戦
し
、幅
広
い
経
験
を

積
み
ま
し
ょ
う
。

　
就
職
や
進
学
に
つ
い
て
、質
問
や
相
談
が

あ
れ
ば
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
来
て
く
だ

さ
い
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
の
面
談
を
と
お
し

て
、進
路
の
方
向
性
を
見
出
し
、企
業
か
ら
内

定
を
得
た
先
輩
た
ち
も
い
ま
す
。

　
２
０
２
４
年
度
以

降
の
卒
業
予
定
者
か

ら
、職
場
体
験
な
ど

条
件
を
満
た
す
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参

加
し
た
学
生
の
情
報

を
、企
業・事
業
所
が

採
用
選
考
に
利
用
す

る
こ
と
が
認
め
ら
れ

ま
し
た
。

 

第
3
学
年
の
皆
さ
ん
へ 

 

第
１
学
年
、 

第
２
学
年
の
皆
さ
ん
へ 

 

大
学
院
の
皆
さ
ん
へ 

2022年度卒業生進路決定状況

98.1% 90.3%

※進路決定者＝就職者 +進学者

／長尾谷高等学校／成基コミュニティグ
ループ／㈱パーソナル・サポート
 
●サービス業　アイ・ケイ・ケイホールディ
ングス㈱／㈱アウトソーシングテクノロ
ジー／ＡＯＩホールディングス㈱（ＡＯＩグ
ループ）／アパホテル㈱／ＡＬＳＯＫ京滋
㈱／Ambihone㈱／イオンディライト㈱
／伊賀ふるさと農業協同組合／石田エン
ジニアリング㈱／㈱エンジン／カトープ
レジャーグループ／㈱きぃすとん／北大
阪農業協同組合／北びわこ農業協同組
合／共同リネンサプライ㈱／京都市生涯
学習振興財団／京都市農業協同組合／
京都中央農業協同組合／㈱近鉄・都ホテ
ルズ ウェスティン都ホテル京都／くら寿
司㈱／グリーン大阪農業協同組合／国際
セーフティー㈱／小山㈱／㈱サガミホー
ルディングス／㈱THAN／Ｃ－Ｕｎｉｔｅｄ㈱
／㈱ジェイアール西日本ホテル開発／㈱
ジェイエイシーリクルートメント／㈱ＪＷソ
リューション／㈱ＪＴＢ沖縄／滋賀建機㈱
／㈱下鴨茶寮／㈱ジュン／㈱ダイキチ／
長田広告㈱／奈良県農業協同組合／日
本郵便㈱／㈱ネオキャリア／㈱ネオビエ
ント　あすたむらんど徳島／㈱八光殿／
㈱パルティール／晴れの国岡山農業協同
組合／㈱ビーネックスパートナーズ／東
びわこ農業協同組合／日和山観光㈱ 城
崎マリンワールド／㈱フォーシーズ／フ
リックイン福井㈱／㈱フルキャスト／㈱ブ
ロンコビリー／㈱マイナビパートナーズ／
㈱増田喜／㈱松屋フーズホールディング
ス／みなみ信州農業協同組合／㈱ユニ
バーサル園芸社／㈱読売連合広告社／
リゾートトラスト㈱／㈱リゾートライフ／
㈱レンタルのニッケン／㈱ワールドイン
テック
 
●宗教　真宗大谷派宗務所／真宗大谷
派豊橋別院
 
●国家公務・地方公務　法務省  矯正局 
大阪矯正管区／南丹市役所／大津市役
所／香美町役場／新発田市役所／庄原
市役所／柳井市役所／兵庫県警察本部
／愛媛県警察本部／防衛省 陸上自衛隊
／防衛省  海上自衛隊

■農林水産業　■建設業　■製造業　■通信業　■運輸業　■卸売業　■小売業　■金融業　■不動産業　■サービス業　■教育学習業　■福祉・医療　■宗教　■公務　■その他
※1 国際学部については2022年度文学部国際文化学科卒業生の状況を記載しています。
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退
職

【
教
育
職
員
】

鈴
木
　
真
太
朗 

（
任
期
制
助
教
／
文
学
部
）

2
0
2
3
年
8
月
31
日
付

人件費 約24億8千万円

人件費 約25億8千万円

教育研究経費 約17億6千万円

うち、主な支出
● 奨学費 … 約3億1千万円
● 委託費 … 約4億7千万円
● 減価償却額 … 約5億円

教育研究経費 約20億7千万円

うち、主な支出
● 奨学費 … 約3億5千万円
● 委託費 … 約5億3千万円
● 減価償却額 … 約5億円

管理経費 約5億円

うち、主な支出
● 広告費 … 約2億円
● 委託費 … 約1億3千万円

管理経費 約5億6千万円

うち、主な支出
● 広告費 … 約1億9千万円
● 委託費 … 約1億6千万円

 

教
育
に
関
す
る
事
業 

仏
教
教
育
セ
ン
タ
ー

人
間
学
Ⅰ
担
当
者
会
議
の
開
催
／「
き
ょ
う
の
こ
と

ば
」事
業
の
推
進
／
御
命
日
勤
行
に
お
け
る
感
話
者

の
人
選
／
晨
朝
勤
行
／
仏
教
教
育
セ
ン
タ
ー
報
恩
講

等学
習
支
援
室

相
談
数
延
べ
２
０
７
９
名
／
リ
メ
デ
ィ
ア
ル
教
育
に

主
眼
を
置
き
、学
習
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
基

礎
英
語
・
日
本
語
の
読
み
書
き
を
中
心
と
し
た
き
め

細
や
か
な
個
別
指
導
を
実
施
／
学
習
支
援
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
担
当
す
る
授
業
科
目（「
英
語
」・ 「
日
本
語
表

現
」）と
連
携
等

教
職
支
援
セ
ン
タ
ー

〈
第
４
学
年
〉教
員
採
用
試
験
対
策
講
習
４（
面
接
講

習
）／
京
都
府
、大
阪
府
、滋
賀
県
な
ど
の
教
員
採
用

試
験
や
講
師
登
録
に
関
す
る
学
内
説
明
会

〈
第
３
学
年
〉採
用
試
験
受
験
対
策
の
論
文
セ
ミ
ナ
ー

や
各
自
治
体
を
想
定
し
た
願
書
記
入
説
明
会
等

〈
教
員
免
許
更
新
講
習
〉年
度
途
中
で
の
教
員
免
許
更

新
制
の
発
展
的
解
消
に
伴
い
、制
度
切
り
替
わ
り
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
受
講
が
必
要
な
卒
業
生
、関
連
学
校

の
先
生
方
を
対
象
と
し
、６
月
に
本
学
会
場
で
選
択

領
域
２
講
習
の
み
開
講
。
受
講
者
数
は
、延
べ
８
名

（
実
人
数
６
名
）

 

２
０
２
2
年
度
決
算 

　
２
０
２
２
年
度
決
算
は
、公
認
会
計
士
お
よ
び
監

事
の
監
査
を
経
て
、２
０
２
３
年
５
月
19
日
に
開
催

さ
れ
た
学
校
法
人
真
宗
大
谷
学
園
理
事
会
に
お
い
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
本
学
の
会
計
は
、公
認
会
計
士

に
よ
る
監
査
を
定
期
的
に
受
け
て
処
理
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、計
算
書
類
は
、「
学
校
法
人
会
計
基
準
」に

従
っ
て
、「
資
金
収
支
計
算
書
」「
事
業
活
動
収
支
計
算

書
」「
貸
借
対
照
表
」を
作
成
し
て
お
り
、毎
年
、決
算

承
認
後
、文
部
科
学
大
臣
に
届
け
出
て
い
ま
す
。

 

資
金
収
支
計
算
書 

　
資
金
収
支
計
算
書
は
、そ
の
年
度
に
行
っ
た
教
育

研
究
等
の
諸
活
動
に
対
応
す
る
資
金
の
動
き（
収
入

と
支
出
）の
顛
末
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

 

事
業
活
動
収
支
計
算
書 

　
事
業
活
動
収
支
計
算
書
は
、そ
の
年
度
の
諸
活
動

に
対
応
す
る
収
入・支
出
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
、大

学
の
経
営
状
況
を
示
す
も
の
で
す
。

 

貸
借
対
照
表 

　
貸
借
対
照
表
は
、年
度
末
に
お
け
る
財
産
保
有
の

状
況
を
表
し
、財
産
が
適
正
に
維
持・管
理
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
を
示
す
も
の
で
す
。

※
２
０
２
２
年
度
決
算
、各
計
算

書
類
の
詳
細
は
大
学
W
e
b
サ
イ

ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

地
域
連
携
室

「
祇
園
祭
ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦
」な
ど
コ
ロ
ナ
禍
前
の
規

模
に
戻
っ
た
活
動
も
あ
り
、計
16
件
実
施
／「
グ
ラ
ン

ド
ビ
ジ
ョ
ン
１
３
０
」に
基
づ
き
、情
報
交
換
や
交
流

を
行
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
た
め
、学
外
か
ら
地

域
連
携
関
係
者
を
招
い
て
座
談
会
を
前
期
・
後
期
で

各
１
回
実
施（
コ
ミ
ュ・ラ
ボ 

カ
フ
ェ
）／
２
０
２
１

年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
、ふ
る
さ
と
納
税
を
活

用
し
た
大
学
・
学
生
と
地
域
の
さ
ら
な
る
連
携
強
化

を
図
る
取
り
組
み
は
38
名
か
ら
支
援
が
あ
っ
た

語
学
学
習
支
援
室

海
外
か
ら
の
留
学
生
受
入
れ
が
再
開
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、留
学
生
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
小
規
模
な
が
ら

２
回
開
催
し
、延
べ
16
名
が
参
加
／
２
０
２
３
年
度

前
期
よ
り
留
学
に
出
発
す
る
学
生
６
名（
留
学
先：韓

国
、カ
ナ
ダ
）を
対
象
に
出
発
前
並
び
に
危
機
管
理
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
実
施
／
２
０
２
3
年
後
期
以
降

の
留
学
希
望
者
に
、前・後
期
各
１
回
の
留
学
説
明
会

や
個
別
相
談
を
開
催

図
書
館
の
学
修・教
育
支
援
環
境
の
充
実

学
生
一
人
当
た
り
の
年
間
貸
出
冊
数
の
目
標
達
成
に

向
け
て
、年
間
を
通
じ
て
、レ
ベ
ル
別
ガ
イ
ダ
ン
ス
お

よ
び
図
書
館
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
図
書
館
利
用
促
進
企

画
を
実
施
／
学
生
選
書
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
に

よ
る
展
示
を
開
催
／
社
会
学
部
、教
育
学
部
の
学
生

の
貸
出
冊
数
が
２
０
２
１
年
度
と
比
べ
増
加

 

学
生
支
援
に
関
す
る
事
業 

奨
学
金
制
度
の
充
実

〈
高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度
〉全
学
生
の
13
・

６
％
に
あ
た
る
４
３
１
名
が
受
給
／
大
学
院
博
士
後

期
課
程
対
象
の
新
た
な
奨
学
金
制
度「
大
谷
大
学
大

学
院
博
士
後
期
課
程
研
究
支
援
給
付
奨
学
金
」を
制

定
。
２
０
２
３
年
度
か
ら
募
集
お
よ
び
給
付
を
開
始

／
京
都
市
に
よ
る「
学
生
支
援
に
取
り
組
む
大
学
応

援
事
業
」を
活
用
し
、物
価
高
騰
や
長
引
く
コ
ロ
ナ
の

影
響
に
よ
り
経
済
的
に
困
難
と
な
っ
た
学
生
を
対
象

と
し
て
実
施
し
た「
「
学
生
支
援
に
取
り
組
む
大
学

応
援
事
業
」給
付
奨
学
金
」で
40
名
採
用

キ
ャ
リ
ア
支
援

〈
第
１
学
年
〉「
Ｇ
Ｐ
Ｓ
‐
Ａ
ｃ
ａ
ｄ
ｅ
ｍ
ｉ
ｃ
」実
施

（
受
検
率
98・
9
％
）／〈
第
３
学
年
〉対
面
と
W
e
b

配
信
を
活
用
し
た
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
各
種
支
援
企
画
を

実
施
。「
Ｇ
Ｐ
Ｓ
‐
Ａ
ｃ
ａ
ｄ
ｅ
ｍ
ｉ
ｃ
」実
施（
受

検
率
74・４
％
）／
講
習
案
内「
キ
ャ
リ
ア
支
援
案
内
」

を
全
学
年
に
配
布

 

研
究
に
関
す
る
事
業 

真
宗
総
合
研
究
所

〈
特
定
研
究
〉学
長
が
研
究
代
表
者
を
務
め
る
Ｅ
ラ
ー

ニ
ン
グ
を
活
用
し
た「
仏
教・真
宗
」 

教
育
活
動
の
展

開〈
指
定
研
究
〉国
際
仏
教
研
究
、西
蔵
文
献
研
究
、

清
沢
満
之
研
究
、大
谷
大
学
所
蔵
仏
教
写
本
研
究
、

東
京
分
室
指
定
研
究
の
６
研
究
班
が
活
動〈
研
究
所

直
轄
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉大
谷
大
学
史
資
料
室
、デ
ジ

タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
資
料
室
の
２
資
料
室
を
置
き
、

関
係
資
料
の
収
集
・
整
理
を
継
続〈
一
般
研
究
〉科
学

研
究
費
助
成
事
業
に
採
択
さ
れ
た
研
究（
48
件
）、

２
０
２
３
年
度
以
降
の
科
学
研
究
費
助
成
事
業
申

請
の
た
め
の
予
備
研
究（
１
件
）、 

計
49
件
の
研
究
を

推
進〈
東
方
仏
教
徒
協
会（
E
B
S
）〉本
研
究
所
の

指
定
研
究
で
あ
る
国
際
仏
教
研
究
班
の
研
究
事
業

と
位
置
付
け
、英
文
学
術
誌
T
h
e 

E
a
s
t
e
r
n 

Bu
d
d
h
i
s
t
誌
の
出
版
を
中
心
に
事
業
を
遂
行

 

社
会
への
開
放 

生
涯
学
習
講
座

前
期
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
４
講
座（
受
講
者
１
２
２

名
）、後
期
は
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
計
６
講
座（
受

講
者
２
１
７
名
）実
施
／
学
外
団
体
と
の
共
催・提
携

講
座
は
、近
鉄
文
化
サ
ロ
ン
と
の
共
催
講
座
、（
公
財
）

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都
の「
京
カ
レ
ッ
ジ
大
学

リ
レ
ー
講
座
」、京
都
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
の
連

携
講
座
に
３
講
座
を
提
供

博
物
館

〈
春
季
企
画
展
〉大
谷
大
学
の
あ
ゆ
み 

清
沢
満
之
と

真
宗
大
学
／〈
夏
季
企
画
展
〉仏
の
諸
相
／〈
秋
季
企

画
展
〉大
谷
大
学
博
物
館
の
逸
品 

重
要
文
化
財「『
判

比
量
論
』断
簡
」【
実
習
生
展
併
催
】／〈
冬
季
企
画
展
〉

衆
縁
の
募 

斧
斤
の
力
―
幕
末・明
治
東
本
願
寺
再
建

の
歴
史
―
／〈
特
別
展
〉仏
法
東
帰
―
大
仏
開
眼
へ

の
み
ち
―
／
開
館
日
数
は
１
４
９
日
、入
館
者
数
は

５
７
１
９
名

 

中
期
的
な
計
画
及
び 

事
業
計
画
の
進
捗 

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
推
進

第
２
次
中
長
期
プ
ラ
ン「
グ
ラ
ン
ド
ビ
ジ
ョ
ン

１
３
０（
２
０
２
２
〜
２
０
３
１
）」の
29
の
重
点
施

策
の
推
進
が
ス
タ
ー
ト【
教
育
推
進

室
に
お
け
る
教
育
改
善
の
取
り
組
み

／
国
際
化
の
推
進
／
学
長
裁
量
経
費

の
募
集
】

2
0
2
2
年
度
事
業
報
告

人
事
情
報

◆学修支援事業…授業運営・企業提携による授業実施等
◆教育環境の整備…ネットワーク環境の更改
◆地域連携事業の推進
地域連携室「コミュ・ラボ」を中心とした、地域連携プロジェクトへの学生の参画による一層の学習支援の充実

◆国際事業の推進
語学学習支援室「GLOBAL SQUARE」で留学生との交流、語学研修の実施など異文化に触れる機会を提供

◆就職支援
低学年次からのキャリア形成支援として自己理解促進のためのアセスメント「GPS-Academic」

◆管理運営に関する事業
博綜館空調設備の更改や各建物設備のメンテナンス等

事業活動支出計 ………… 約47億9千万円

事業活動支出計 ………… 約53億4千万円

2023年度予算の概要

【
事
務
職
員
】

2
０
２
２
年
度
教
員
採
用
試
験
名
簿
登
載
決
定
状
況

（
２
０
２
３
年
３
月
31
日
現
在
把
握
分
）

福
井
　
寛 

（
学
生
支
援
部
）

2
0
2
3
年
4
月
22
日
付

【
事
務
系
嘱
託
】

加
納
　
瑶
実 

（
学
生
支
援
部
）

中
村
　
か
お
り 

（
教
育
研
究
支
援
部
）

2
0
2
3
年
6
月
30
日
付（
各
通
）

新
規
採
用

【
寮
監
】

中
原
　
大
貴 

（
貫
練
学
寮
）

2
0
2
3
年
4
月
1
日
付

区分 都道府県 人数

小学校

京都府 2名

京都市 4名

滋賀県 4名

大阪府 5名

大阪市 1名

大阪府豊能地区 1名

北海道 1名

愛媛県 1名

島根県 1名

横浜市 1名

新潟県 1名※

※科目等履修生

※
詳
細
は
大
学
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の

「
事
業
報
告
書
」参
照

鹿
子
木
　
あ
ゆ
み 

（
企
画
・
入
試
部
）

2
0
2
3
年
9
月
30
日
付

12

学生生徒等納付金 約37億2千万円

● 授業料、施設設備資金、実験実習料等

学生生徒等納付金 約37億2千万円

● 授業料、施設設備資金、実験実習料等

人件費 約24億8千万円

人件費 約25億8千万円

教育研究経費 約17億6千万円

うち、主な支出
● 奨学費 … 約3億1千万円
● 委託費 … 約4億7千万円
● 減価償却額 … 約5億円

教育研究経費 約20億7千万円

うち、主な支出
● 奨学費 … 約3億5千万円
● 委託費 … 約5億3千万円
● 減価償却額 … 約5億円

管理経費 約5億円

うち、主な支出
● 広報費 … 約2億円
● 委託費 … 約1億3千万円

管理経費 約5億6千万円

うち、主な支出
● 広報費 … 約1億9千万円
● 委託費 … 約1億6千万円

手数料 約8千万円

● 入学検定料等

手数料 約1億円

● 入学検定料等

経常費等補助金 約7億2千万円

● 国庫補助金（授業料等減免費交付金含む）、
　 地方公共団体補助金

経常費等補助金 約7億円

● 国庫補助金（授業料等減免費交付金含む）、
　 地方公共団体補助金

 

教
育
に
関
す
る
事
業 

仏
教
教
育
セ
ン
タ
ー

人
間
学
Ⅰ
担
当
者
会
議
の
開
催
／「
き
ょ
う
の
こ
と

ば
」事
業
の
推
進
／
御
命
日
勤
行
に
お
け
る
感
話
者

の
人
選
／
晨
朝
勤
行
／
仏
教
教
育
セ
ン
タ
ー
報
恩
講

等学
習
支
援
室

相
談
数
延
べ
２
０
７
９
名
／
リ
メ
デ
ィ
ア
ル
教
育
に

主
眼
を
置
き
、学
習
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
基

礎
英
語
・
日
本
語
の
読
み
書
き
を
中
心
と
し
た
き
め

細
や
か
な
個
別
指
導
を
実
施
／
学
習
支
援
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
担
当
す
る
授
業
科
目（「
英
語
」・ 「
日
本
語
表

現
」）と
連
携
等

教
職
支
援
セ
ン
タ
ー

〈
第
４
学
年
〉教
員
採
用
試
験
対
策
講
習
４（
面
接
講

習
）／
京
都
府
、大
阪
府
、滋
賀
県
な
ど
の
教
員
採
用

試
験
や
講
師
登
録
に
関
す
る
学
内
説
明
会

〈
第
３
学
年
〉採
用
試
験
受
験
対
策
の
論
文
セ
ミ
ナ
ー

や
各
自
治
体
を
想
定
し
た
願
書
記
入
説
明
会
等

〈
教
員
免
許
更
新
講
習
〉年
度
途
中
で
の
教
員
免
許
更

新
制
の
発
展
的
解
消
に
伴
い
、制
度
切
り
替
わ
り
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
受
講
が
必
要
な
卒
業
生
、関
連
学
校

の
先
生
方
を
対
象
と
し
、６
月
に
本
学
会
場
で
選
択

領
域
２
講
習
の
み
開
講
。
受
講
者
数
は
、延
べ
８
名

（
実
人
数
６
名
）

 

２
０
２
2
年
度
決
算 

　
２
０
２
２
年
度
決
算
は
、公
認
会
計
士
お
よ
び
監

事
の
監
査
を
経
て
、２
０
２
３
年
５
月
19
日
に
開
催

さ
れ
た
学
校
法
人
真
宗
大
谷
学
園
理
事
会
に
お
い
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
本
学
の
会
計
は
、公
認
会
計
士

に
よ
る
監
査
を
定
期
的
に
受
け
て
処
理
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、計
算
書
類
は
、「
学
校
法
人
会
計
基
準
」に

従
っ
て
、「
資
金
収
支
計
算
書
」「
事
業
活
動
収
支
計
算

書
」「
貸
借
対
照
表
」を
作
成
し
て
お
り
、毎
年
、決
算

承
認
後
、文
部
科
学
大
臣
に
届
け
出
て
い
ま
す
。

 

資
金
収
支
計
算
書 

　
資
金
収
支
計
算
書
は
、そ
の
年
度
に
行
っ
た
教
育

研
究
等
の
諸
活
動
に
対
応
す
る
資
金
の
動
き（
収
入

と
支
出
）の
顛
末
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

 

事
業
活
動
収
支
計
算
書 

　
事
業
活
動
収
支
計
算
書
は
、そ
の
年
度
の
諸
活
動

に
対
応
す
る
収
入・支
出
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
、大

学
の
経
営
状
況
を
示
す
も
の
で
す
。

 

貸
借
対
照
表 

　
貸
借
対
照
表
は
、年
度
末
に
お
け
る
財
産
保
有
の

状
況
を
表
し
、財
産
が
適
正
に
維
持・管
理
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
を
示
す
も
の
で
す
。

※
２
０
２
２
年
度
決
算
、各
計
算

書
類
の
詳
細
は
大
学
W
e
b
サ
イ

ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

 

２
０
２
3
年
度
予
算 

　
２
０
２
３
年
度
予
算
は
、２
０
２
３
年
３
月
24
日
開
催
の
学
校
法
人
真
宗
大
谷
学

園
理
事
会
に
お
い
て
当
初
予
算
が
承
認
さ
れ
７
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た
理
事
会
に
お

い
て
補
正
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

※
２
０
２
３
年
度
予
算
の
詳
細
は
大
学
W
e
b
サ
イ
ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

地
域
連
携
室

「
祇
園
祭
ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦
」な
ど
コ
ロ
ナ
禍
前
の
規

模
に
戻
っ
た
活
動
も
あ
り
、計
16
件
実
施
／「
グ
ラ
ン

ド
ビ
ジ
ョ
ン
１
３
０
」に
基
づ
き
、情
報
交
換
や
交
流

を
行
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
た
め
、学
外
か
ら
地

域
連
携
関
係
者
を
招
い
て
座
談
会
を
前
期
・
後
期
で

各
１
回
実
施（
コ
ミ
ュ・ラ
ボ 

カ
フ
ェ
）／
２
０
２
１

年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
、ふ
る
さ
と
納
税
を
活

用
し
た
大
学
・
学
生
と
地
域
の
さ
ら
な
る
連
携
強
化

を
図
る
取
り
組
み
は
38
名
か
ら
支
援
が
あ
っ
た

語
学
学
習
支
援
室

海
外
か
ら
の
留
学
生
受
入
れ
が
再
開
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、留
学
生
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
小
規
模
な
が
ら

２
回
開
催
し
、延
べ
16
名
が
参
加
／
２
０
２
３
年
度

前
期
よ
り
留
学
に
出
発
す
る
学
生
６
名（
留
学
先：韓

国
、カ
ナ
ダ
）を
対
象
に
出
発
前
並
び
に
危
機
管
理
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
実
施
／
２
０
２
3
年
後
期
以
降

の
留
学
希
望
者
に
、前・後
期
各
１
回
の
留
学
説
明
会

や
個
別
相
談
を
開
催

図
書
館
の
学
修・教
育
支
援
環
境
の
充
実

学
生
一
人
当
た
り
の
年
間
貸
出
冊
数
の
目
標
達
成
に

向
け
て
、年
間
を
通
じ
て
、レ
ベ
ル
別
ガ
イ
ダ
ン
ス
お

よ
び
図
書
館
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
図
書
館
利
用
促
進
企

画
を
実
施
／
学
生
選
書
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
に

よ
る
展
示
を
開
催
／
社
会
学
部
、教
育
学
部
の
学
生

の
貸
出
冊
数
が
２
０
２
１
年
度
と
比
べ
増
加

 

学
生
支
援
に
関
す
る
事
業 

奨
学
金
制
度
の
充
実

〈
高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度
〉全
学
生
の
13
・

６
％
に
あ
た
る
４
３
１
名
が
受
給
／
大
学
院
博
士
後

期
課
程
対
象
の
新
た
な
奨
学
金
制
度「
大
谷
大
学
大

学
院
博
士
後
期
課
程
研
究
支
援
給
付
奨
学
金
」を
制

定
。
２
０
２
３
年
度
か
ら
募
集
お
よ
び
給
付
を
開
始

／
京
都
市
に
よ
る「
学
生
支
援
に
取
り
組
む
大
学
応

援
事
業
」を
活
用
し
、物
価
高
騰
や
長
引
く
コ
ロ
ナ
の

影
響
に
よ
り
経
済
的
に
困
難
と
な
っ
た
学
生
を
対
象

と
し
て
実
施
し
た「
「
学
生
支
援
に
取
り
組
む
大
学

応
援
事
業
」給
付
奨
学
金
」で
40
名
採
用

キ
ャ
リ
ア
支
援

〈
第
１
学
年
〉「
Ｇ
Ｐ
Ｓ
‐
Ａ
ｃ
ａ
ｄ
ｅ
ｍ
ｉ
ｃ
」実
施

（
受
検
率
98・
9
％
）／〈
第
３
学
年
〉対
面
と
W
e
b

配
信
を
活
用
し
た
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
各
種
支
援
企
画
を

実
施
。「
Ｇ
Ｐ
Ｓ
‐
Ａ
ｃ
ａ
ｄ
ｅ
ｍ
ｉ
ｃ
」実
施（
受

検
率
74・４
％
）／
講
習
案
内「
キ
ャ
リ
ア
支
援
案
内
」

を
全
学
年
に
配
布

 

研
究
に
関
す
る
事
業 

真
宗
総
合
研
究
所

〈
特
定
研
究
〉学
長
が
研
究
代
表
者
を
務
め
る
Ｅ
ラ
ー

ニ
ン
グ
を
活
用
し
た「
仏
教・真
宗
」 

教
育
活
動
の
展

開〈
指
定
研
究
〉国
際
仏
教
研
究
、西
蔵
文
献
研
究
、

清
沢
満
之
研
究
、大
谷
大
学
所
蔵
仏
教
写
本
研
究
、

東
京
分
室
指
定
研
究
の
６
研
究
班
が
活
動〈
研
究
所

直
轄
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉大
谷
大
学
史
資
料
室
、デ
ジ

タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
資
料
室
の
２
資
料
室
を
置
き
、

関
係
資
料
の
収
集
・
整
理
を
継
続〈
一
般
研
究
〉科
学

研
究
費
助
成
事
業
に
採
択
さ
れ
た
研
究（
48
件
）、

２
０
２
３
年
度
以
降
の
科
学
研
究
費
助
成
事
業
申

請
の
た
め
の
予
備
研
究（
１
件
）、 

計
49
件
の
研
究
を

推
進〈
東
方
仏
教
徒
協
会（
E
B
S
）〉本
研
究
所
の

指
定
研
究
で
あ
る
国
際
仏
教
研
究
班
の
研
究
事
業

と
位
置
付
け
、英
文
学
術
誌
T
h
e 

E
a
s
t
e
r
n 

Bu
d
d
h
i
s
t
誌
の
出
版
を
中
心
に
事
業
を
遂
行

 

社
会
への
開
放 

生
涯
学
習
講
座

前
期
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
４
講
座（
受
講
者
１
２
２

名
）、後
期
は
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
計
６
講
座（
受

講
者
２
１
７
名
）実
施
／
学
外
団
体
と
の
共
催・提
携

講
座
は
、近
鉄
文
化
サ
ロ
ン
と
の
共
催
講
座
、（
公
財
）

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都
の「
京
カ
レ
ッ
ジ
大
学

リ
レ
ー
講
座
」、京
都
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
の
連

携
講
座
に
３
講
座
を
提
供

博
物
館

〈
春
季
企
画
展
〉大
谷
大
学
の
あ
ゆ
み 

清
沢
満
之
と

真
宗
大
学
／〈
夏
季
企
画
展
〉仏
の
諸
相
／〈
秋
季
企

画
展
〉大
谷
大
学
博
物
館
の
逸
品 

重
要
文
化
財「『
判

比
量
論
』断
簡
」【
実
習
生
展
併
催
】／〈
冬
季
企
画
展
〉

衆
縁
の
募 

斧
斤
の
力
―
幕
末・明
治
東
本
願
寺
再
建

の
歴
史
―
／〈
特
別
展
〉仏
法
東
帰
―
大
仏
開
眼
へ

の
み
ち
―
／
開
館
日
数
は
１
４
９
日
、入
館
者
数
は

５
７
１
９
名

 

中
期
的
な
計
画
及
び 

事
業
計
画
の
進
捗 

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
推
進

第
２
次
中
長
期
プ
ラ
ン「
グ
ラ
ン
ド
ビ
ジ
ョ
ン

１
３
０（
２
０
２
２
〜
２
０
３
１
）」の
29
の
重
点
施

策
の
推
進
が
ス
タ
ー
ト【
教
育
推
進

室
に
お
け
る
教
育
改
善
の
取
り
組
み

／
国
際
化
の
推
進
／
学
長
裁
量
経
費

の
募
集
】

2
0
2
2
年
度
事
業
報
告

2
0
2
2
年
度
決
算
・
2
0
2
3
年
度
予
算
概
要

◆学修支援事業…授業運営・企業提携による授業実施等
◆教育環境の整備…ネットワーク環境の更改
◆地域連携事業の推進
地域連携室「コミュ・ラボ」を中心とした、地域連携プロジェクトへの学生の参画による一層の学習支援の充実

◆国際事業の推進
語学学習支援室「GLOBAL SQUARE」で留学生との交流、語学研修の実施など異文化に触れる機会を提供

◆就職支援
低学年次からのキャリア形成支援として自己理解促進のためのアセスメント「GPS-Academic」

◆管理運営に関する事業
博綜館空調設備の更改や各建物設備のメンテナンス等

事業活動収入計 ………… 約48億8千万円

事業活動収入計 ………… 約48億8千万円

事業活動支出計 ………… 約47億9千万円

事業活動支出計 ………… 約53億4千万円

2023年度予算の概要

 

２
０
２
2
年
度
事
業
活
動
収
支
計
算
書 

※
教
育
活
動
収
支
、教
育
活
動
外
収
支
、特
別
収
支
の
活
動
ご

と
の
収
支
を
あ
ら
わ
し
ま
す
。（
左
記
は
教
育
活
動
収
支
の

内
訳
）

※主な収入

※主な収入
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　本学では、京都市のふる
さと納税を活用した地域連
携促進事業を行っていま
す。京都市にふるさと納税
をする際、「寄付の使い道」
の一つとして「大谷大学と
協働！」を選択いただくと、
返礼品（※）や税制上の優遇
措置に加え、寄付金につい
ては、大谷大学と京都市で
取り組む、大学・学生と地域
の連携促進事業等に活用さ
れます。
　詳しくは大谷大学ホーム
ページをご確認ください。

京都市のふるさと納税を
活用した地域連携促進事業

※ 総務省の告示により、京都市
内にお住いの方には、ご寄付
をいただいても返礼品を送
付できません。

保護者懇談会の様子（名古屋会場）

個別相談の様子（名古屋会場）

Our Teacher 社会学部現代社会学科の徳
田先生について、

ゼミ生に先生の人柄やゼミ
の内容を紹介してもらいまし

た。

徳田 剛

現代社会にある身近なテーマや、ニュースでみる事象を学ぶ現
代社会学科。徳田先生のゼミは、「地域社会」「食品ロス」「自殺」な
ど、個人の興味関心に応じた幅広いテーマの学びを深められるこ
とから選択しました。
現在ゼミでは、卒業論文の制作に向けて既に準備を始めており、
第1ステップとして、各々が選択したテーマに沿った文献の内容
をまとめて発表しています。自分の発表が2週間に1回のペースで
あるため、準備は大変ですが、毎回徳田先生から的確なコメントが
あり、次回に向けての目標ができます。また、私たちが選択した幅
広い分野について、分かりやすく説明をしてくださることもあり、
皆で学んでいる雰囲気があります。

徳田先生は、自分自身がもつ問いに対して、一緒に考えて探って
くれる先生です。問いや興味関心が定まっておらず不安があった
としても、広い視野をもって学びを深めていけるゼミだと思います。

私たちの先生

社会学部 現代社会学科 准教授

幅広い社会問題を研究し
発表することで理解を深めています。

Message for Students

ゼ
ミ
で
は
、社
会
現
象
や
社
会
問
題
か
ら
各
学
生
が

関
心
の
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、個
別
に
テ
ー
マ
を
見
つ

け
出
し
、研
究
し
て
発
表
し
ま
す
。
学
生
た
ち
が
選
ぶ

テ
ー
マ
は
、環
境
問
題
や
貧
困
・
格
差
、少
子
高
齢
化
、

ペ
ッ
ト
問
題
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
特
に
自

分
の
体
験
や
興
味
に
基
づ
く
こ
と
を
テ
ー
マ
に
す
る
こ

と
で
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
ま
り
、腰
の
座
っ
た
研
究

が
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
自
身
は
、大
学
卒
業
年
に
阪
神・淡
路
大
震
災
が
起

こ
り
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
同
時
に
社
会
学
と
し
て
の
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
の
社
会
学
者
ゲ
オ
ル
ク
・

ジ
ン
メ
ル
の
理
論
研
究
を
手
始
め
に
、大
学
院
時
代
に

は「
よ
そ
者
」論
、マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
や
異
質
な
存
在
を
社

会
や
地
域
の
中
で
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
と
い
う
こ
と

の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

「
資
料
を
読
む
」「
内
容
を
ま
と
め
る
」「
発
表
す
る
」

と
い
う
３
要
素
を
ゼ
ミ
生
は
２
週
間
ご
と
に
繰
り
返
し

ま
す
が
、こ
れ
は
社
会
人
に
な
っ
て
求
め
ら
れ
る
基
礎

力
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。
自
分
が
学
び
イ
ン
プ
ッ
ト

し
た
こ
と
を
人
に
伝
え
、聞
い
て
も
ら
う
形
で
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
す
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、理
解
が
深
ま
り
新
た

な
気
づ
き
が
生
ま
れ
ま
す
。
こ
の
循
環
を
大
学
生
活
の

学
び
で
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

P r o f i l e

専門／社会学
1971年大阪府生まれ。神戸大学大学院文化学研究科博士課程単位取得
退学。博士（学術）。神戸大学文学部助手、聖カタリナ大学人間健康福祉
学部講師・准教授・教授を経て、2017年大谷大学文学部着任。

渡邉 さくら
社会学部 現代社会学科　

第3学年　

石田 彩奈
社会学部 現代社会学科　

第3学年　

社
会
学
部 

現
代
社
会
学
科
の

私
た
ち
が
紹
介
し
ま
し
た
！

「100円朝定食」の様子

「370円昼定食」メニュー例

Tokuda Tsuyoshi
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お問い合わせ先 教育振興資金事務局（大谷大学総務部 校友センター内）

　本学では、京都市のふる
さと納税を活用した地域連
携促進事業を行っていま
す。京都市にふるさと納税
をする際、「寄付の使い道」
の一つとして「大谷大学と
協働！」を選択いただくと、
返礼品（※）や税制上の優遇
措置に加え、寄付金につい
ては、大谷大学と京都市で
取り組む、大学・学生と地域
の連携促進事業等に活用さ
れます。
　詳しくは大谷大学ホーム
ページをご確認ください。

京都市のふるさと納税を
活用した地域連携促進事業

大谷大学募金 検 索

こんな寄付方法も
あります！

　
２
０
２
3
年
２
月
１
日
か
ら
２
０
２
3
年
６
月
30
日
ま
で
の
間
、教
育
振
興
資

金
局
へ
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
方
々
の
ご
芳
名
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。
募
金
活
動

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
資

金
は
、教
育・研
究
の
充
実
を
図
る
た
め
の
環
境
整
備
に
充
て
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、募
金
を
受
け
つ
け
て
お
り
ま
す
の
で
、ご
支
援
賜
り
ま
す
よ

う
、何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

 

税
法
上
の
優
遇
措
置
に
つ
い
て 

　
本
学
は
文
部
科
学
大
臣
か
ら
、特
定
公
益
増
進
法
人
の
証
明（
所
得
控
除
制
度
）、な

ら
び
に
税
額
控
除
に
か
か
る
証
明（
税
額
控
除
制
度
）を
受
け
て
お
り
ま
す
。
寄
付
者

（
個
人
）の
選
択
に
よ
り
、ど
ち
ら
か
一
方
の
税
法
上
の
優
遇
措
置
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
確
定
申
告
の
際
、領
収
書
を
添
え
て
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

TEL : 075-411-8124　 FAX : 075-411-8157　 E-mail : kouyu@sec.otani.ac.jp

大谷大学教育後援会は、全在学生の保証人が会員となって組織され、大谷大学の教
育・研究の発展と、学生生活環境の整備・改善に支援を行っています。また、会員相
互ならびに会員と大学との交流を深めることも目的に、各種の活動を行っていま
す。毎年、役員会・評議員会を開催し、さまざまな事業を企画・推進しています。

教育後援会

教
育
振
興
資
金（
募
金
）に
つ
い
て

※ 総務省の告示により、京都市
内にお住いの方には、ご寄付
をいただいても返礼品を送
付できません。

大谷大学　校友活動　行事一覧 検 索

保護者懇談会の様子（名古屋会場）

個別相談の様子（名古屋会場）

四国地区保護者懇談会

丸亀会場
２０２３年１０月１４日（土）
丸亀市市民交流活動センター マルタス
（香川県丸亀市大手町2丁目4-11）

徳島会場
２０２３年１０月１５日（日）
シビックセンター  
（徳島県徳島市元町1丁目24）

  

地
区
保
護
者
懇
談
会
開
催
に
つ
い
て 

　
「
地
区
保
護
者
懇
談
会
」と
は
、教
育
後
援
会
役
員

な
ら
び
に
大
谷
大
学
長
の
ほ
か
、学
生
支
援
部
職
員

が
当
該
地
域
に
赴
き
、大
学
の
現
状
を
ご
報
告
し
ま

す
。
ま
た
、当
日
は
学
生
の
成
績
表
を
配
付
し
、修
学

状
況
等
に
つ
い
て
の
個
別
相
談
に
応
じ
ま
す
。
今
年

度
後
期
は
、左
記
の
と
お
り
開
催
予
定
で
す
。
該
当

地
区
の
皆
さ
ま
は
、是
非
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

教
育
後
援
会
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
を
受
け
て
い
る
学
生
へ
の
緊
急
支
援
と
し
て

2
0
1
9
年
9
月
よ
り
2
0
2
3
年
4
月
ま
で

「
2
0
0
円
昼
定
食（
教
育
後
援
会
支
援
定
食
）」を

実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、２
０
２
３
年
５
月
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が「
５
類
」に
移
行
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
し
て
の

支
援
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、２
０
２
３
年
５
月
か
ら
は「
３
７
０
円
昼
定

食
」、さ
ら
に
は「
３
７
０
円
カ
フ
ェ
丼
」の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の「
昼
定
食
」は
通
常
４
６
０

円
、「
カ
フ
ェ
丼
」は
通
常
４
１
０
円
が
３
７
０
円
で

提
供
さ
れ
る
よ
う
補
助
を
行
い
、２
０
２
３
年
前
期

に
は「
昼
定
食
」が
1
日
平
均
２
１
６
食
、「
カ
フ
ェ

丼
」に
つ
い
て
は
1
日
平
均
63
食
の
利
用
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、生
活
の
リ
ズ
ム
を
整
え
、バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
食
生
活
を
心
が
け
て
も
ら
う
た
め
、今
年
度
も

「
１
０
０
円
朝
定
食
」を
４
月
と
９
月
の
授
業
開
始
時

お
よ
び
７
月
の
前
期
試
験
期
間
中
に
実
施
し
ま
し

た
。
次
回
は
１
月
の
後
期
試
験
期
間
中
に
実
施
す
る

予
定
で
す
。
保
護
者
の
方
か
ら
も
学
生
に
ぜ
ひ
利
用

を
勧
め
て
く
だ
さ
い
。

「
3
7
0
円
昼
定
食・カ
フ
ェ
丼
」

「
１
０
０
円
朝
定
食
」実
施
！

教
育
後
援
会
だ
よ
り

教育振興資金寄付者（敬称略）

社会学部現代社会学科の徳
田先生について、

ゼミ生に先生の人柄やゼミ
の内容を紹介してもらいまし

た。

ゼ
ミ
で
は
、社
会
現
象
や
社
会
問
題
か
ら
各
学
生
が

関
心
の
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、個
別
に
テ
ー
マ
を
見
つ

け
出
し
、研
究
し
て
発
表
し
ま
す
。
学
生
た
ち
が
選
ぶ

テ
ー
マ
は
、環
境
問
題
や
貧
困
・
格
差
、少
子
高
齢
化
、

ペ
ッ
ト
問
題
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
特
に
自

分
の
体
験
や
興
味
に
基
づ
く
こ
と
を
テ
ー
マ
に
す
る
こ

と
で
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
ま
り
、腰
の
座
っ
た
研
究

が
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
自
身
は
、大
学
卒
業
年
に
阪
神・淡
路
大
震
災
が
起

こ
り
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
同
時
に
社
会
学
と
し
て
の
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
の
社
会
学
者
ゲ
オ
ル
ク
・

ジ
ン
メ
ル
の
理
論
研
究
を
手
始
め
に
、大
学
院
時
代
に

は「
よ
そ
者
」論
、マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
や
異
質
な
存
在
を
社

会
や
地
域
の
中
で
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
と
い
う
こ
と

の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

「
資
料
を
読
む
」「
内
容
を
ま
と
め
る
」「
発
表
す
る
」

と
い
う
３
要
素
を
ゼ
ミ
生
は
２
週
間
ご
と
に
繰
り
返
し

ま
す
が
、こ
れ
は
社
会
人
に
な
っ
て
求
め
ら
れ
る
基
礎

力
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。
自
分
が
学
び
イ
ン
プ
ッ
ト

し
た
こ
と
を
人
に
伝
え
、聞
い
て
も
ら
う
形
で
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
す
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、理
解
が
深
ま
り
新
た

な
気
づ
き
が
生
ま
れ
ま
す
。
こ
の
循
環
を
大
学
生
活
の

学
び
で
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

【個人】
宇多 良子 （山口県） 難波 明則　 （大阪府）
岡村 隆 （山口県） 英 信哉 （愛知県）
酒井 洋一 （兵庫県） 英 亮 （愛知県）
末永 弘暢 （長崎県） 本多 佐保美 （千葉県）
末吉 満法 （鹿児島県） 前田 研一 （新潟県）
武田 量則 （新潟県） 松田 憲周 （高知県）
田中 仁 （京都府） 三保谷 順 （愛知県）
力石 智 （愛知県） 山崎 顕量 （富山県）
鶴 禮子 （滋賀県） 匿名25件
中山 恵美子 （大阪府）

※該当地区在住の保証人へ案内

「100円朝定食」の様子

「370円昼定食」メニュー例

13

【法人・団体】
NPO法人 尋源舎 理事長 東舘 紹見 （京都府）
株式会社 原了郭 代表取締役 原 悟 （京都府）
京都大谷クラブ 代表者 細川 信元 （京都府）
西光寺 橋本 唯彰 （茨城県）
有限会社 石間企画事務所 代表取締役 石間 裕 （東京都）
匿名2件

◆ 件数 50件
◆ 寄付金総額 11,513,000円



こ
れ
を
知
る
者
は

こ
れ
を
好
む
者
に
如し

か
ず
。

こ
れ
を
好
む
者
は

こ
れ
を
楽
し
む
者
に
如し

か
ず
。
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教育学部　教育学科
幼児教育コース　講師

尾場 幸子
専門分野／乳幼児の人間関係・
保育・幼児教育・個と集団づくり

体
感
、実
感
、共
感
す
る
こ
と

　
私
が
、保
育
園
で
働
い
て
い
た
時
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
で
あ
る
。
あ
る
夏
の
日
、5
歳
児
た

ち
と
園
庭
で
ス
イ
カ
を
食
べ
て
い
た
。
一
人

の
子
が
、「
ス
イ
カ
の
種
を
植
え
た
ら
ス
イ
カ

で
き
る
か
な
」と
、空
い
て
い
る
プ
ラ
ン
タ
ー

に
自
分
の
食
べ
た
種
を
植
え
出
し
た
。
す
る

と
、次
々
他
の
子
ど
も
た
ち
も
真
似
を
し
、

プ
ッ
プ
ッ
と
種
を
飛
ば
し
な
が
ら
、な
ん
と

も
楽
し
そ
う
な
姿
が
あ
っ
た
。
私
は
、「
ま
さ

か
で
き
な
い
よ
ね
・・・
」と
思
い
つ
つ
、期
待

を
膨
ら
ま
せ
て
そ
の
瞬
間
を
一
緒
に
楽
し
ん

だ
。
す
る
と
、驚
い
た
こ
と
に
、数
日
後
芽
を

出
し
、そ
の
後
花
を
咲
か
せ
、実
に
な
り
収
穫

す
る
ま
で
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
子
ど
も
た

ち
は
、一
つ
ひ
と
つ
の
過
程
に
興
奮
し
、さ
あ

い
よ
い
よ
直
径
15
セ
ン
チ
ほ
ど
の
小
さ
な
ス

イ
カ
を
食
べ
る
時
が
来
た
。

　

ほ
ん
の
少
し
赤
く
は
な
っ
て
い
た
も
の

の
、お
世
辞
に
も
お
い
し
い
と
は
言
え
な
い

ス
イ
カ
の
か
け
ら
た
ち
を
子
ど
も
た
ち
は
、

「
お
い
し
い
！
」と
食
べ
た
。
命
の
つ
な
が

り
を
体
感
し（
体
で
感
じ
）、実
感
し（
心
で

感
じ
）、友
だ
ち
同
士
で
共
感
し
な
が
ら
見

守
っ
た
、そ
の
過
程
を
含
め
て
出
た「
お
い
し

い
！
」と
い
う
感
想
な
の
で
あ
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ら
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
進
み
、

仕
事
が
効
率
的
に
で
き
る
こ
と
を
知
り
、新

た
な
人
と
の
つ
な
が
り
方
が
あ
る
こ
と
な
ど

無
限
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
し

か
し
、ど
れ
だ
け
科
学
が
進
化
し
て
も
、子
ど

も
の
世
界
は
、ア
ナ
ロ
グ
か
ら
始
ま
る
。
目

の
前
の
小
さ
な
発
見
に
わ
く
わ
く
し
、試
行

錯
誤
し
な
が
ら
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
。
保

育
者
に
な
る
学
生
に
は
、特
に
こ
の
感
覚
を

大
事
に
し
て
ほ
し
い
。
授
業
で
水
遊
び
や
お

に
ご
っ
こ
な
ど
を
す
る
な
ど
、わ
く
わ
く
し

な
が
ら
楽
し
さ
を
体
感
、実
感
、共
感
し
て
ほ

し
い
の
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
さ
ま

ざ
ま
な
遊
び
や
保
育
方
法
を
簡
単
に
調
べ

る
こ
と
は
で
き
る
が
、自
分
自
身
が「
楽
し

い
！
」「
お
も
し
ろ
い
！
」と
感
じ
て
い
な
い

こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
も
う
ま
く
は

い
か
な
い
。
進
化
し
て
い
る
よ
う
で
退
化
し

て
い
る
感
覚
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
体

感
、実
感
、共
感
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
私
は

感
じ
て
い
る
。

Column

　
『
じ
ん
げ
ん
a
s
i
l
e
』は
、学
生・保
護
者・教
職
員
３
者
に
よ
る
話

題
共
有
を
目
的
と
し
た
学
内
広
報
誌
で
す
。

　
こ
の
タ
イ
ト
ル
は
、本
学
の
象
徴
で
あ
る
尋
源（
じ
ん
げ
ん
）館
と
、

中
世
に
存
在
し
た
公
的
な
避
難
所
を
表
す
フ
ラ
ン
ス
語「
a
s
i
l
e

（
ア
ジ
ー
ル
）」か
ら
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
飛
び
立
つ
力
を
た
く
わ
え
る

「
a
s
i
l
e
」の
よ
う
な
大
学
で
あ
り
た
い
、と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、友
人
や
先
生
、家
族
と
、こ
の
冊
子
を
開
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

じんげんasile？

What's

学
内
広
報
誌
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